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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。

設立 30 周年特別寄稿
ふるさと財団設立 30 周年に寄せて
株式会社野村総合研究所 顧問　増田 寛也 様

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定 

平成 29 年度ふるさと企業大賞
10 高知県土佐市 板原啓文市長に聞く
12 「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
 高機能不織布に結実した土佐和紙の伝統技法
 三和製紙株式会社 代表取締役社長　森澤 正博 氏

ふるさとものづくり支援事業
木酢液と超辛み成分で
鳥獣忌避剤「熊にげる」を開発 
合同会社ツリーワーク

平成 29 年度 地域再生マネージャー事業
山梨県甲府市

まちなか再生支援事業
福島県会津美里町／広島県府中市

平成 31 年度 ふるさと財団助成事業等について
28 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）
28 ふるさとものづくり支援事業

29 地域再生マネージャー事業
31 まちなか再生支援事業
32 公民連携セミナー
33 公民連携アドバイザー派遣事業
33 公共施設マネジメント調査研究（研究モデル事業）
34 ふるさと財団助成事業等一覧平成 31 年 2 月１日発行
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表紙の写真 北海道斜里町岩尾別から望むオホーツク海の流氷
と知床連峰。知床は平成17年に世界自然遺産に登
録。流氷が育む豊かな海洋生態系と原始性の高い
陸息生態系の相互関係に特徴があることが評価さ
れました。

Vitalization
バイタリゼーション

活力と魅力あふれる地域づくりのために

ふるさ FEBRUARY
2019

135と vol.

Vitalization
バイタリゼーション

活力と魅力あふれる地域づくりのために

ふるさ FEBRUARY
2019

135と vol.

20

10

23

28

16

4

3



3  ● Feb. 2019 vol.135

正
式
名
称
は
一
般
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
、

し
か
し
誰
も
が
親
し
み
を
込
め
て
ふ
る
さ
と
財
団
と

呼
ぶ
。
地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
事
業
で
多
く
の
実
績

を
積
み
上
げ
、
中
で
も
各
地
の
自
治
体
が
民
間
の
設
備

投
資
を
直
接
支
援
す
る
仕
組
み
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
融

資
」で
は
、融
資
総
額
が
1
兆
円
に
迫
る
実
績
と
な
り
、

全
国
で
約
17
万
人
の
新
現
雇
用
を
生
み
出
し
て
き
た

こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
財
団
が
設
立
30
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
関
係
者
に
心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

財
団
の
設
立
は
昭
和
63
年
12
月
21
日
、
翌
年
の
1

月
7
日
か
ら
は
平
成
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
そ
の

歩
み
は
ま
さ
に
平
成
の
時
代
と
重
な
る
。
当
時
は
竹

下
内
閣
が
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
に
取
組
み
、
地
方
の

活
力
を
ど
の
よ
う
に
高
め
る
か
、
そ
の
た
め
に
地
方

の
創
意
を
い
か
に
引
出
す
か
が
、
国
と
し
て
の
大
き

な
課
題
で
あ
っ
た
。
全
国
の
自
治
体
に
人
口
規
模
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
律
に
1
億
円
を
交
付
し
、
使
い
道

に
自
治
体
の
工
夫
を
促
し
た
の
も
こ
の
考
え
方
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
30
年
の
間
に
、
わ
が
国
を
取

り
巻
く
環
境
は
激
変
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
東
日
本
大
震
災
の
発
生
、
政
権

交
代
と
短
期
間
の
首
相
交
代
に
よ
る
政
治
の
不
安
定

化
な
ど
様
々
な
出
来
事
が
生
じ
た
が
、
筆
者
は
、
わ
が

国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
こ
と
が
、

今
後
に
向
け
て
の
最
大
の
環
境
変
化
と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
は
出
生
率
の
低
下
と
若
年
人
口
の
大
都
市
、

と
り
わ
け
東
京
圏
へ
の
流
出
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
地
方
の
活
力
を
大
き
く
損
ね

て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
と
危
機
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
て
、
政
府
は
平
成
26
年
か
ら
地
方
創
生
に
取
組
み
始

め
、
丸
4
年
以
上
が
経
過
す
る
。
呼
び
名
こ
そ
30
年
前

の
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
か
ら
「
地
方
創
生
」
に
変
わ
っ

た
が
、
そ
の
目
的
や
な
す
べ
き
事
が
大
き
く
変
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
地
方
に
新
た
な
仕
事
を
作
る
こ
と
、

地
方
の
既
存
の
企
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、

地
方
生
活
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
。こ
う
し
た
こ
と
は
、

30
年
前
も
、
現
在
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
追
求
さ
れ

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ふ
る
さ
と
財
団
は
常
に
事
業
の
見
直
し
、
再
編
を
行

い
な
が
ら
、
現
在
は
融
資
に
加
え
て
新
技
術
の
活
用
に

よ
る
商
品
開
発
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
派
遣
、
ま

ち
な
か
再
生
支
援
、
公
民
連
携
へ
の
支
援
な
ど
多
彩
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
プ
ロ
集
団
と
し
て
の
貴
重
な
人

材
と
知
恵
を
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
に
大
い
に
活
か

し
て
欲
し
い
。
一
方
で
地
域
の
側
で
も
、
財
団
の
持
つ

力
を
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
最
大
限
発
揮
し
や

す
い
環
境
作
り
に
取
組
み
、
お
互
い
が
協
力
し
合
い
な

が
ら
国
民
の
期
待
に
応
え
て
欲
し
い
。
ふ
る
さ
と
財
団

に
は
、
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
て
一
層
の
発
展
を
期
待

し
た
い
。

ふ
る
さ
と
財
団
設
立
30
周
年
に
寄
せ
て

株式会社野村総合研究所 顧問　増田 寛也様

設立30周年特別寄稿
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ふるさと企業大賞
（総務大臣賞）

受賞者が決定

古賀総務大臣政務官、栢森審査委員、稲野理事長を交え、受賞者全員で記念撮影

特集

　ふるさと財団では、地域振興に資する事業を展開する民間事業者を顕彰し、その活動を全国に
広く周知することにより、地域の振興、地域経済の活性化と魅力あるふるさとづくりの推進に資
するものとして、平成14年度から「ふるさと企業大賞（総務大臣賞）」の表彰を行っています。
　平成30年度も地方公共団体から推薦された、特別賞2事業者を含む10事業者を受賞者として
選定し、平成30年10月24日（水）に表彰式及び受賞記念パーティーを開催しました。
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京都第一赤十字病院
京都府京都市

八興運輸株式会社
宮崎県日向市

株式会社田中商店
熊本県水俣市

※下段は貸付団体
沖縄森永乳業株式会社
沖縄県西原町

株式会社ウーケ
富山県入善町

株式会社モンベル
石川県羽咋市

株式会社ベジファクトリー
宮城県登米市

株式会社トッキュウ
福島県田村市

日新製薬株式会社
山形県

株式会社山本忠信商店
北海道音更町

授与対象者は、ふるさと融資を利用した民間事業者のうち、融資の対象事業が、
　①地域経済及び雇用に特に貢献していると認められること
　②地域のイメージアップに特に貢献していると認められること
　③その他魅力あるふるさとづくりに特に貢献していると認められること
のいずれかに該当するものとしています。
また、特別賞は、東日本大震災からの復興に向けて特に中心的な役割を果たし、
地域経済の再生および雇用の維持・拡大に特に貢献していると認められること
が要件となっています。
受賞者は、都道府県、指定都市及び市町村から推薦され、有識者からなる
審査委員会の審議を経て選考されました。
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ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定特集

株式会社ウーケ

株式会社山本忠信商店

株式会社モンベル

日新製薬株式会社

無菌包装米飯製造工場増設事業

小麦製粉工場新築事業

アウトドア用品製造・流通工場新設事業

医薬品製造工場建設事業

貸付団体：富山県入善町

貸付団体：北海道音更町

貸付団体：石川県羽咋市

貸付団体：山形県

平成19年に㈱神明等の
出資で設立。ライフスタイ
ルの変化に見合ったパック
ご飯の製造で業績を伸ばし
ており、価格抑制により大
手先発企業に対抗。
女性や高齢者をターゲッ
トとした小分けパックの開
発などライフスタイルの変
化に対応した商品が好評で、
売上げを着実に伸ばしてお
り、地域経済に貢献。
工場の冷却用に海洋深層水を循環させる先進的なシ
ステムを導入し、環境保護とコスト抑制を図っている。
また、排水はカキやアワビの養殖に役立てられ、全国
に出荷。
町主催のマラソン大会やカレー祭りへの商品提供の
ほか、町の事業である米寿祝いの記念品として提供さ
れることで、住民にも喜ばれている。

昭和35年設立の豆類卸
売り会社。豆や小麦を集荷、
精選し、卸売りとともに小
麦粉に製粉して販売。主に
十勝の生産者から原料を仕
入れ、販売量を拡大。
十勝地域に唯一の製粉工
場を建設し、北海道産にこ
だわった製品の販売拡大を
通じて地域経済に貢献して
いる。
トレーサビリティシステ
ムにより生産者の顔が見える製品を提供するとともに、
消費者や市場の声を生産者に伝えることで、生産農家
の意欲向上につながっている。町と地元大学が連携し
て行う生涯学習プログラムに社長自らが十勝の魅力を
講演するほか、町主催の焼き菓子教室への材料提供な
ど、賑わいづくりにも貢献している。

昭和50年にトップクラ
イマーの現会長が設立。機
能性に重点を置いた製品が
高い支持を得ており、119
店舗の国内直営店を運営し
ている。
海外ブランドが独占して

いたアウトドアウェアの分
野に自社の開発製品で切り
込み、積極的な直営店展開
で売上げを着実に伸ばして
いる。
売上げの拡大に伴い従業員を増やしてきており安定

雇用に貢献。市内の中心地に流通センターが立地して
いることで賑わいを創出。
災害時における施設使用及び物資の供給に関する

協定締結、ふるさと納税返礼品としての製品供給など、
アウトドア製品メーカーとして行政運営に協力して
いる。

昭和32年に日新薬品㈱
から分離する形で設立。工
場内に世界最先端の完全密
閉式製造設備を導入し、安
全性優先の下で生産を行う
ジェネリック医薬品メー
カー。
医療現場や大手メーカー

から信頼されており、今後
さらに増産が期待できる
ジェネリック医薬品の売上
げを中心に業績を拡大し、
地域経済に貢献。
地域住民にも開放した保育所運営や女性管理職の登

用に取り組んでおり、県の「ワーク・ライフ・バラン
ス優良企業」として評価されている。当社の寄付金を
原資とする天童市の「日新製薬教育振興基金」が教育
支援に活用され、外部講師による小中学生の学習支援
活動や学校へのタブレット配備が実現。

代表取締役社長
舩木 秀邦 氏

代表取締役社長
山本 英明 氏

代表取締役会長
辰野 勇 氏

代表取締役会長
大石 俊樹 氏
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京都第一赤十字病院株式会社田中商店
地域中核病院建設事業びんリサイクル工場建設事業

貸付団体：京都府京都市貸付団体：熊本県水俣市

昭和9年に日赤京都支部
病院として開設。救命救急
センター、京都府内唯一の
総合周産期医療センターと
して、「救急を断らない」
医療体制を確保。
長年にわたり地域住民に
信頼され、医療圏域随一の
件数を数える。ドクターヘ
リほか救急受け入れ、全国
屈指の内視鏡による癌治療
など重責を果たしている。
医療体制の充実にあわせて職員数を徐々に増やして

おり、現在では1，500名を超える職員（含非常勤）の
７割以上が市内在住者。地域の安定雇用に大きく貢献。
府内唯一の基幹災害拠点病院として全国各地の被災
地にＤＭＡＴや日赤救護班を派遣するほか、その経験
を活かした防災訓練への医療職員派遣や、救急救命士
の実習生受け入れなど、地域防災力の向上を支援。

昭和21年にビンの回収
事業を開始。時代の変化に
あわせ、牛乳パック回収、
ガラス工芸事業、古紙リサ
イクル事業など業種の幅を
広げることで、一定の収益
を確保。
全国23の環境モデル都

市の一つとして低炭素社会
の実現を目指す水俣市の方
針と軌を一にし、リサイク
ル事業を長期にわたり展開
し、市政推進の一翼を担っている。
市民の環境保全意識を高めるため、市内小中学校へ

の出前講座を通じリサイクルの重要性を啓発。全国か
ら教育旅行や研修派遣も積極的に受け入れている。
広域からの観光客が期待できる市内イベントに協賛

し、交流人口の拡大に貢献している。

沖縄森永乳業株式会社
乳処理及び乳製品製造工場建築事業

貸付団体：沖縄県西原町

昭和30年に乳酸菌飲料
製造会社として創業。昭和
45年に森永乳業㈱との資
本提携により現在の会社を
設立。牛乳、乳酸菌飲料、
清涼飲料水を学校や量販店
に納入。
地域ニーズに適応した商

品開発と販売戦略により売
上げを継続的に伸ばしてお
り、地域経済に貢献。町内
屈指の食品製造工場として
地域雇用の大きな受け皿となっている。
西原町との包括連携協定に基づき、町事業や自治会

への商品提供、スポーツ教室の主催、学生の演劇活動
への資金支援など、地域貢献への姿勢が顕著である。
社として環境方針を掲げ、工場内の省資源化をはじ

め、地域の清掃活動への参加、県内環境保護活動への
協賛など環境保護活動を率先。

八興運輸株式会社
貨物船建造事業

貸付団体：宮崎県日向市

昭和28年創業の運送業
者。海運から港湾荷役、陸
運へと事業を拡大し、営業
所を大阪、福岡などの拠点
に設置することで安定した
売上げを維持。
日向市の細島港を拠点に、
主力の海運業はもとより、
釜山や上海へのコンテナ船
手配など代理店業、港湾荷
役業も手がけ、港湾の活性
化に貢献。
日向市はじめ就航地自治体と災害支援協定を結び、
陸上交通の遮断が想定される非常時の物資輸送を担う
など防災面での協力姿勢が顕著である。
本社従業員の７割が市内在住者であり、近年、新規
採用者数を増やすことで、地域雇用に貢献。高校生の
インターンシップ受け入れにより海運業への理解を促
進。

院長
池田 栄人 氏

専務取締役
田中 利和 氏

代表取締役社長
知念 良明 氏

代表取締役社長
三輪 亮介 氏
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ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定特集

株式会社ベジファクトリー
農作物処理加工施設建設事業

貸付団体：宮城県登米市

平成24年、東日本大震
災により被災した生産農家
が地元産品による６次産業
化に取り組むことを目的と
して設立。宮城県産農産物
を「中食」用にカットし販
路拡大を目指している。
地元の生産農家と長期契
約を結び、一定価格で買い
取ることで、農家収入の安
定を通じた農業振興に貢献
している。
施設の稼働率を維持しており地域雇用にも貢献。小
売りになじまない不揃いなＢ級品など、廃棄を余儀な
くされていた農作物が加工品として商品化されること
で、生産ロスの抑制につながっている。
市の進める農業の６次産業化施策と軌を一にした取
り組みであり、加工・業務用野菜の産地拡大に向け契
約農家の増加を目指している。

株式会社トッキュウ
配送センター建設事業

貸付団体：福島県田村市

昭和28年に個人で創業し
て以来、専門性の高い運送力
で北海道から全国へ営業範囲
を拡大してきた運送会社。保
管から梱包、出荷までを手が
け、顧客から信頼を獲得。競
争の厳しい運送業界において、
特殊な技術と丁寧な対応が
必要なガラス製品などの梱包、
配送で実績を積み上げ、営業
拠点を拡大しながら売上げを
伸ばしている。
東日本大震災の後、競合他社が忌避する福島県内への

資材運搬を担い、被災地の早期復旧に貢献。現在は東北
のインフラに不可欠な大型資材の運搬を通じ、復興を下
支え。従業員の現地雇用を徹底し、各営業拠点での地域
雇用に貢献している。業務外においても地域の賑わいづ
くりに協力を惜しまない姿勢が自治体から高く評価され
ている。

代表取締役
酒井 實 氏

代表取締役
工藤 修二 氏

特
別
賞

特
別
賞
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平成30年度  地域産業交流セミナー開催
　ふるさと企業大賞（総務大臣賞）表彰式と並行して、活力ある地域産業の創出について考える「地域産業
交流セミナー」を開催しました。
　「『地方創生×スポーツ』　～スポーツを活かしたまちの創造～」を統一テーマに掲げ、早稲田大学教授の
原田宗彦氏、岩手県釜石市長の野田武則氏のお二人を講師に迎え、スポーツを切り口とした地域活力創造に
向けた、様々な取組についてのご講演をいただきました。
会場内は大盛況で、企業経営者や地方自治体職員など、多くの出席者の興味を惹きつける有意義なセミナー
となりました。（講演の要旨は次号に掲載する予定です）

2011年の東日本大震災から10年計画の復旧・復興のな
かでラグビーワールドカップ2019™開催地へと立候補し、
開催へと向かう釜石市のいまについて、鉄と魚とラグビー
の町のレガシー、不撓不屈のＤＮＡを次の世代、こどもた
ちへとつないでいく思い、スポーツの力による持続可能な
まちづくりへの挑戦など、地域の新たな自立を目指す「小
さな町の大きな夢」についてお話しいただきました。

小さな町の大きな夢～ラグビーワールドカップ２０１９™ 釜石開催に向けて

岩手県釜石市　市長　野田 武則氏

講演
2

人口減少、高齢化が進むなかで、スポーツを触媒とした
地域活性化への動き、スポーツでヒト、モノを動かす仕組
みづくりや「スポーツに親しむ」まちづくりなどについて、
官民協働のスポーツツーリズム需要創出やスポーツ環境整
備など全国各地で起きている豊富な事例紹介を織り交ぜな
がら、地方創生×スポーツの新しい動きについてお話いた
だきました。

地方創生×スポーツ：スポーツ地域マネジメントの新潮流講演
1 早稲田大学スポーツ科学学術院　教授　原田 宗彦氏

講師プロフィール

野田 武則氏（のだ　たけのり）
岩手県釜石市　市長　

　岩手県釜石市出身。2003 年
4月の岩手県議会議員選挙に無
所属で出馬し初当選。2007 年
11 月に釜石市長就任。現在 3
期目。岩手県沿岸市町村復興期
成同盟会会長。2014 年 7 月
に、ラグビーワールドカップ
2019™ の開催都市への立候補
を表明。2015 年 3 月国内 12
開催都市のひとつに決定。座右
の銘は「常に誠実であれ」。

講師プロフィール

原田 宗彦氏（はらだ　むねひこ）
早稲田大学スポーツ科学学術院　教授　

　大阪生まれ。ペンシルバニア
州立大学健康・体育・レクリエー
ション学部博士課程修了（Ph.
D.）。鹿屋体育大学助手、フル
ブライト上級研究員（テキサス
Ａ＆Ｍ大学）、大阪体育大学大
学院教授などを経て、2005 年
から早稲田大学スポーツ科学学
術院教授。一般社団法人日本ス
ポーツツーリズム推進機構代表
理事、日本スポーツマネジメン
ト学会会長、Jリーグ参与を務める。



◉
製
紙
業
界
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割

土
佐
和
紙
は
、
平
安
時
代
以
前
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
千
年
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
産
業
で
す
。
土
佐
市

内
に
あ
る
製
紙
企
業
に
は
創
業
50
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

企
業
も
あ
り
、
各
企
業
が
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
特
徴

を
持
つ
「
家
庭
紙
」「
機
能
紙
」
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
三
和
製
紙
㈱
は
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
企
業
で
あ
り
、
製
紙
関
係
の
企
業
が
組
織
す
る
組

合
の
代
表
も
、
同
社
の
森
澤
社
長
が
務
め
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
協
力
し
て
、
原
材
料
と

な
る
楮
（
こ
う
ぞ
）
を
植
樹
し
生
産
す
る
な
ど
環
境
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
材
料
に
製
造
さ
れ

た
不
織
布
を
用
い
た
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
な
ど
の
製
品
は
観

光
客
や
女
性
か
ら
非
常
に
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
地
元
と
の
連
携

地
域
貢
献
の
点
で
は
、
大
企
業
の
少
な
い
土
佐
市
内
に

お
け
る
主
要
企
業
と
し
て
、
毎
年
従
業
員
の
新
規
採
用
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
同
社
は
地
元
か
ら
の

採
用
を
重
視
し
て
お
り
、
定
期
的
に
市
内
の
高
校
に
対
し

て
も
求
人
を
頼
ま
れ
る
な
ど
、
若
者
が
市
内
で
働
く
こ
と

が
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

雇
用
の
場
の
創
出
以
外
に
も
、
土
佐
市
の
み
な
ら
ず
高

知
県
を
代
表
す
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
「
大
綱
ま
つ
り
」
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
・
参
加
な
ど
、

地
域
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

◉
土
佐
市
が
誇
る
豊
か
な
自
然

土
佐
市
は
山
・
川
・
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
自
然
環
境

に
は
胸
を
張
れ
ま
す
。
山
で
は
一
年
を
通
じ
て
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
川
で
は
、
何
度
も

清
流
日
本
一
に
な
っ
た
「
奇
跡
の
清
流
」
仁
淀
川
が
流
れ

て
お
り
、
最
近
で
は
仁
淀
ブ
ル
ー
と
呼
ば
れ
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。
海
で
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
業
で
は
、
雪
が
降
ら
な

い
温
暖
な
気
候
か
ら
、
多
く
の
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
土
佐
市
が
発
祥
の
地
で
あ
る
文
旦
や
、
害
虫

の
天
敵
を
利
用
し
た
農
法
で
日
本
農
業
特
別
賞
を
受
賞
し

た
ピ
ー
マ
ン
も
有
名
で
す
。
花
卉
類
の
栽
培
も
盛
ん
で
、

市
の
花
で
あ
る
ユ
リ
は
県
内
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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板
原
啓
文
市
長
に
聞
く

平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞�

三
和
製
紙
㈱

同
社
を
推
薦
し
た

高
知
県
土
佐
市

板原�啓文
いたはら　よしふみ
出身	
高知県土佐市
経歴
平成 19年 10月～
土佐市長就任（3期）

ふるさと融資の概要

事		業		者
三和製紙㈱

事		業		名
特殊和紙製造工場
建設事業

設備投資額
800百万円

貸		付		額
140百万円

雇		用		増
10人

【土佐和紙】
　仁淀川の水源を活用して発展してきた手漉

す

き和紙は、平安
時代以前からの歴史があると伝えられています。国の伝統工
芸品にも指定されている土佐和紙。今でも精巧で味わい深い
美しさをもつ、伝統の良さをそのままに、新しい魅力ある和紙
が生み出されています。



土佐市の特産品や名所を紹介
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【土佐文旦】
　高知県の特産である「文
旦」は土佐市が発祥。暖か
な日差しと海の風を受け、
肉厚でみずみずしく、甘み
と酸味のバランスが取れた
味に育ちます。

【�かつお節（土佐節）】
　無形文化遺産「和食」を
支えるかつお節のひとつ
「土佐節」。製造から 2年以
上が経過した「本枯れ本節」
からは、旨みが凝縮した上
品な出汁がとれます。

　市内北部の石土ノ森山頂にあるパラグライ
ダー基地は四国でも指折りのフライト基地。海
からの風を受けるため、一年を通じてフライトを
楽しめます。

　市内にある宇佐町では、ニタリクジラやイル
カに出会うことができ、本格的なホエールウォッ
チングが体験できます。
　そのほか、釣りやクルージングも楽しむことが
できます。

　全国一級河川水質ランキングで何度も一位に
なった仁淀川は奇跡の清流とも呼ばれ、その美
しさから立ち寄る人々を魅了しています。漁や川
遊びなどを通して川に親しむ機会も多く、皆か
ら愛されています。

【土佐市大綱まつり】
　江戸時代、水路の建設に
携わった労働者の士気を高め
るために始まったまつり。約
300 年の歴史を持ち、全長 80
メートル、約 1.5㌧の大綱を
引き合う姿は圧巻です。
※毎年８月第３土曜日に開催

【自然の中で楽しむ】

土
佐
市
の
概
要

　土佐市は、四国三大河川の一つ、仁淀川河口のまち。高
知県南央部に位置しています。 市域は東西 16 キロ、南北
12 キロで、面積は 91.50 平方キロメートル。 地形は、平野、
山、川、海と、起伏と変化に富んでいます。
　特にリアス式海岸の横浪半島、横浪三里の景観は美しく、
県内屈指のマリンスポーツ基地として知られています。 
　また土佐市は、温暖な気候と豊かな自然の恩恵を受け、
地味肥沃な平野部での多角的近代農業のほか、仁淀川の豊
かな水を活用しての製紙工業や、沿岸漁業、水産物加工な
ど、多彩な産業が成り立っています。map

http://www.city.tosa.lg.jp/

高 知 県
土佐市
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社長に聞く
高知県■土佐市

三和製紙株式会社
代表取締役社長 森澤 正博氏

⃝

高機能不織布に結実した
土佐和紙の伝統技法

　
技
術
革
新
の
多
く
は
そ
れ
ま
で
の
集
積
を
足
場

に
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
長
い
時
間
を
掛
け
て
積
み
上

げ
て
き
た
技
術
に
新
た
な
技
術
が
加
わ
っ
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成
す
る
の
で
す
。
こ
の
進
歩
が
企

業
の
発
展
に
繋
が
る
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

今
回
、
ご
紹
介
す
る
の
は
、
千
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
土
佐
和
紙
の
伝
統
技
法
を
受
け
継
ぎ
、
ナ
ノ
レ

ベ
ル
の
極
細
繊
維
を
組
み
合
わ
せ
た
高
機
能
の
不

織
布
を
開
発
し
た
三
和
製
紙
株
式
会
社
で
す
。
さ
ら

に
夢
の
先
端
素
材
と
い
わ
れ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
に
着
目
し
、
新
た
な
不
織
布
開
発
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
森
澤
正
博
社
長
に
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
将
来
展
開
を
伺
い
ま
し
た
。

会
社
設
立
し
、
家
業
の
手
漉す

き
を

機
械
化

土
佐
和
紙
の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
か
ら
作
ら

れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
土
佐
七な
な

色い
ろ

紙が
み

が
徳
川
幕
府
に
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
知
県
内
で

楮こ
う
ぞ、

三み
つ

椏ま
た

な
ど
の
和
紙
原
料
が
栽
培
さ
れ
、
明
治
中

期
に
は
全
国
一
の
生
産
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
森
澤

社
長
の
ご
実
家
も
代
々
紙
漉す

き
を
業
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
37
年
、
手
漉
き
を
機
械
漉
き
に
変
え
、

大
量
生
産
へ
の
舵
を
切
る
た
め
製
紙
会
社
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

「
抄し
ょ
う
し
き

紙
機
1
台
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
和
紙
や
障

子
紙
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
5
年
後
に
抄
紙
機
を
1

台
増
設
し
て
ま
だ
珍
し
か
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
を
始
め
ま
し
た
」。
し
か
し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

「ふるさと企業大賞」に輝いた

平成 29 年度ふるさと企業大賞
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パ
ー
が
一
般
化
す
る
と
大
手
製
紙
会
社
と
競
合
す
る

よ
う
に
な
り
、
差
別
化
を
図
る
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
障
子
紙
自
体
の
需
要
も
細
っ
て
き
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
特
殊
和
紙
分
野
に
進
出
す
る
選
択
を

し
ま
す
。

「
パ
ル
プ
に
新
た
に
出
て
き
た
化
学
繊
維
を
加
え

て
破
れ
な
い
障
子
紙
を
作
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

昭
和
5⓺
年
ご
ろ
の
こ
と
で
す
。
平
成
元
年
に
第
２
工

場
を
建
設
し
、不
織
布
の
製
造
態
勢
が
整
い
ま
し
た
。

以
降
は
不
織
布
製
造
が
主
力
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

と
平
成
で
仕
事
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
森
澤
社
長
は
会
社
の
歴
史
を

振
り
返
り
ま
す
。

紙
と
は
「
植
物
繊
維
そ
の
他
の
繊
維
を
膠こ
う
ち
ゃ
く着さ
せ

て
製
造
し
た
も
の
」（
日
本
工
業
規
格
）
で
す
が
、

洋
紙
と
和
紙
の
違
い
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
森
澤

社
長
に
伺
う
と
、「
印
刷
向
け
を
想
定
し
た
洋
紙
は

イ
ン
ク
に
対
応
す
る
た
め
白
土
な
ど
の
填て
ん
り
ょ
う料が

添
加

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
和
紙
は
木
材
パ
ル
プ
な
ど

の
繊
維
だ
け
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
和
紙
と
は
呼
び

ま
せ
ん
が
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
和
紙
と
同
じ
製
造
方
法
で

す
。
私
た
ち
が
作
っ
て
い
る
不
織
布
も
和
紙
の
作
り

方
で
す
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

不
織
布
に
繋
が
る
和
紙
製
造
技
術

不
織
布
は
製
造
方
法
も
多
岐
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

繊
維
を
ま
と
め
て
糸
を
紡
ぎ
織
り
上
げ
れ
ば
布
に
な

り
ま
す
が
、
文
字
通
り
織
ら
な
い
で
繊
維
の
ま
ま
絡

ま
せ
て
シ
ー
ト
状
に
固
め
た
の
が
不
織
布
で
す
。
原

料
は
繊
維
化
で
き
る
物
質
な
ら
何
で
も
よ
く
、
繊
維

会
社
や
化
学
会
社
も
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
製
紙
会

社
の
三
和
製
紙
は
画
期
的
な
化
学
繊
維
と
木
材
繊
維

を
合
わ
せ
た
不
織
布
を
開
発
し
た
の
で
す
。
製
法
は

乾
式
と
湿
式
の
ス
パ
ン
レ
ー
ス
方
式
で
、
こ
れ
は
繊

維
の
絡
合
に
接
着
剤
を
使
わ
ず
高
圧
の
水
流
を
使
う

手
法
で
し
た
。

「
乾
式
ス
パ
ン
レ
ー
ス
の
機
械
が
な
か
っ
た
の
で

平
成
元
年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
し
ま
し
た
。
世
界

で
㆒3
台
目
で
日
本
で
は
最
初
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

1
台
の
機
械
で
全
製
造
工
程
を
カ
バ
ー
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
和
紙
作
り
で
培
っ
て
き
た
独
自

の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
て
製
造
ラ
イ
ン
を
作

り
ま
し
た
」。「
紙
」
か
ら
「
布
」
へ
。
大
き
な
転
機

だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「
湿
式
ス
パ
ン
レ
ー
ス
不
織
布
の
製
造
ラ
イ
ン
は

平
成
㆒㆕
年
の
７
号
抄
紙
機
導
入
で
完
成
し
ま
し
た
。

原
料
の
多
く
は
カ
ナ
ダ
か
ら
針
葉
樹
の
パ
ル
プ
を
輸

入
し
て
い
ま
す
が
、
自
前
で
土
佐
和
紙
の
原
料
だ
っ

た
楮
の
栽
培
を
行
い
、
現
在
１
万
３
千
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ス
パ
ン
レ
ー
ス
に
は
大
量
の
水
が
必
要

で
、
清
流
・
仁
淀
川
の
伏
流
水
を
毎
日
５
千
㌙
使

っ
て
い
ま
す
」。
高
圧
水
流
の
中
で
木
材
繊
維
を
絡

ま
せ
強
度
を
高
め
て
均
一
に
結
合
さ
せ
る
の
は
紙
漉

き
の
進
化
形
。
土
佐
和
紙
の
伝
統
技
法
が
生
き
て
い

る
の
で
す
。

「
構
造
は
用
途
に
応
じ
て
３
層
に
し
て
レ
ー
ヨ
ン

と
パ
ル
プ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
湿
式
で

は
極
細
繊
維
が
扱
え
、
細
さ
は
ナ
ノ
レ
ベ
ル
に
な
っ

「社会の変化に対応するしなやかな心を持つ」

●レーヨン素材

●マイクロファイバー

3層構造

一般的な
レーヨン
不織布の
断面

湿式スパンレース不織布
　乾式法では使用できない、マイクロファイバーや、極細繊維など、いろんな繊維を水に分散
させて 3 層に抄合わせし、積層部をスパンレース法（水流交絡法）により高圧水を噴射させて
繊維同志を交絡し、乾燥させた不織布。

すき  あ

マイクロファ
イバーを使っ
た湿式スパン
レース不織布
の断面

　乾式法では使用できない、マイクロファイバーや、極細繊維など、いろんな繊維を水に分散
湿
式
ス
パ
ン
レ
ー
ス
不
織
布
製

フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
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て
い
ま
す
。
世
界
初
の
楮
入
り
不
織
布
も
製
造
し
て

い
ま
す
。
な
め
ら
か
で
柔
ら
か
く
、
吸
水
性
が
高
い

利
点
が
注
目
さ
れ
、
コ
ス
メ
分
野
の
フ
ェ
イ
ス
マ
ス

ク
と
し
て
国
内
外
で
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」。
大
手
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
る
な
ど

し
て
、
売
り
上
げ
の
半
分
以
上
を
占
め
る
ま
で
急
成

長
し
て
い
ま
す
。
三
和
製
紙
が
素
材
と
し
て
の
不
織

布
を
製
造
し
、
製
品
の
製
造･

加
工
は
森
澤
社
長
が

社
長
を
兼
務
す
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
三
昭
紙
業
株
式

会
社
が
担
当
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
開
発
し
て
い

ま
す
。

地
元
優
先
雇
用
で
地
域
貢
献

平
成
㆒㆕
年
の
７
号
抄
紙
機
導
入
の
際
に
、
ふ
る
さ

と
融
資
を
活
用
さ
れ
ま
し
た
。「
設
備
の
更
新
は
大

掛
か
り
に
な
り
ま
す
か
ら
自
己
資
金
だ
け
で
は
賄
い

き
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
融
資
制
度
を
探
し
て
い
た
と

き
土
佐
市
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
に
助
か
り
ま
し
た
」
と
森

澤
社
長
は
話
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
融
資
は
有
利
な
貸

し
付
け
条
件
ば
か
り
で
な
く
無
形
の
信
用
付
与
に
も

有
効
に
作
用
す
る
と
し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

堅
実
で
持
続
可
能
な
地
元
企
業
の
活
躍
は
地
域

を
元
気
に
す
る
源
に
な
り
ま
す
。「
具
体
的
な
地
域

貢
献
は
雇
用
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
優
先
で
定

期
的
に
採
用
し
よ
う
と
考
え
、
周
辺
を
含
め
て
高
校

に
新
卒
者
の
求
人
を
頼
ん
で
い
ま
す
」。
若
者
に
と

っ
て
地
元
に
働
く
場
が
あ
る
こ
と
が
大
都
市
に
出

て
行
か
な
い
大
事
な
条
件
。
１
０
０
人
以
上
の
雇
用

を
維
持
し
続
け
て
い
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い
の

で
す
。

三
和
製
紙
は
「
自
立
、
協
調
、
創
意
工
夫
」
を
経

営
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
朝
礼
で
従
業
員
が
い

つ
も
唱
和
し
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
私

た
ち
は
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
し
な
や
か
な
心
を

持
ち
続
け
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
す
。「
こ
の
中
に

平成 29 年度ふるさと企業大賞

取扱製品 産業用特殊紙・住建材用原紙・食品用包材（原紙）

不織布や特殊機能紙などからさまざまな用途の製品が作られる



15  ● Feb. 2019 vol.135

は
時
代
の
変
化
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
と
同
時
に

変
化
を
巻
き
起
こ
そ
う
、
と
い
う
気
持
ち
も
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
」
と
、
森
澤
社
長
は
思
い
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

模
様
入
り
特
殊
和
紙
な
ど

多
種
の
素
材
製
造

レ
ー
ヨ
ン
・
パ
ル
プ
に
よ
る
不
織
布
を
主
力
商
品

に
、
雲
竜
和
紙
や
模
様
漉
き
和
紙
と
い
っ
た
特
殊
機

能
紙
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
と
パ
ル
プ
を
組
み
合
わ
せ

て
強
度
と
防
水
性
を
高
め
た
産
業
用
特
殊
紙
、
模
様

入
り
特
殊
和
紙
の
食
品
包
材
用
原
紙
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
繊
維
を
組
み
合
わ
せ
た
多
く
の
素
材
を
製
造
し

て
い
ま
す
が
、
将
来
に
は
不
織
布
の
姿
が
変
わ
る
か

も
し
れ
な
い
未
知
の
分
野
が
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
極
細
繊
維
セ
ル

ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
活
用
で
す
。
こ
れ
を
素

材
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
製
品
が
で
き
て
く
る

か
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。「
少
し
混
ぜ
た
だ

け
で
柔
ら
か
さ
も
保
水
性
も
ま
る
で
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
確
定
的
に
は
い
え
ま
せ
ん
。

組
み
合
わ
せ
方
次
第
で
考
え
も
付
か
な
か
っ
た
用
途

が
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
森
澤
社

長
は
無
限
と
も
い
え
る
可
能
性
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま

す
。脈

々
と
続
い
て
き
た
土
佐
和
紙
の
伝
統
技
法
は
平

成
の
世
に
不
織
布
と
し
て
開
花
し
ま
し
た
。
平
成
の

次
の
時
代
に
は
ナ
ノ
の
世
界
に
引
き
継
が
れ
、
新
た

な
素
材
を
生
み
出
し
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「未来素材セルロースナノファイバーに夢」

Company Profi le

概　要

 三和製紙株式会社 
 117人
  特殊和紙・長繊維湿式不織布、乾式・湿式

スパンレース不織布の製造・販売
  
本社・工場  〒781-1103

高知県土佐市高岡町丙443-1 
 TEL: 088-852-3811
 FAX: 088-852-3823
不織布工場  〒781-1101 

高知県土佐市高岡町甲54-1 
 TEL: 088-852-3833
サンヨー製紙株式会社
  〒781-1102 

高知県土佐市高岡町乙3198 
 TEL: 088-852-6116
  三昭紙業株式会社

株式会社 クリーンアグリ
株式会社 三彩

 http://sanwaseishi.co.jp/
 

 

 三和製紙株式会社 会 社 名
 117人従業員数
  特殊和紙・長繊維湿式不織布、乾式・湿式事業内容  

  所 在 地

  三昭紙業株式会社関連会社  

 http://sanwaseishi.co.jp/U R L  

沿　革

昭和37年 土佐市で創業。障子紙などの製造を開始 

昭和45年 抄紙機増設。特殊和紙の生産体制確立

昭和56年 長繊維湿式不織布「サンモア」開発

昭和63年 乾式不織布スパンレース「サンモアＫ」上市

平成元年 第２工場及び事務所棟新設・乾式ラインを強化

平成 7年 本社事務所棟完成。営業部・本社機能を集中化

平成14年 湿式スパンレース不織布ライン 7号機完成 
※推薦事業（ふるさと融資活用 140百万円）

平成18年 （株）クリーンアグリ設立（楮樹の生産活動開始）

平成20年 第3工場長繊維湿式不織布部門（8号機）をサンヨー
製紙（株）として分離独立。ISO9001 認証取得

平成27年 第 30回高知県地場産業大賞 地場産業奨励賞受賞
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企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村が支援を行う場合に、財団が当該市町村に対し補助
金を交付することで、地域産業の育成・振興に資するよう地域における投資や雇用の創出を促進するものです

木
酢
液
と
超
辛
み
成
分
で

鳥
獣
忌
避
剤
「
熊
に
げ
る
」

を
開
発
青
森
県
■
中
泊
町

合
同
会
社
ツ
リ
ー
ワ
ー
ク  

ふるさとものづくり支援事業

左はジョロキア、右は携帯タイプの「熊にげる」

地域産業の育成と発展を支援

　
近
年
、
全
国
で
鹿
、
猪
、
猿
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
業
被
害
が
深
刻
・
広
域
化
し
、
さ
ら
に
熊
に
よ
る
深
刻

な
人
的
な
被
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
効
果
的

な
害
獣
対
策
が
農
林
業
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
、
山
菜
採

り
や
登
山
客
な
ど
か
ら
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
れ
も
決
め
手
と
し
て
は
今
一
つ
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

木
炭
製
造
の
過
程
で
採
れ
る
木
酢
液
と
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
辛
さ
を
持
つ
唐
辛
子
の
成
分
を
合
わ
せ
た
鳥
獣
忌
避

剤
の
開
発
に
成
功
。
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
の
結
果
、
熊
に

対
し
て
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
開

発
し
た
青
森
県
中
泊
町
の
合
同
会
社
ツ
リ
ー
ワ
ー
ク
代
表

社
員
、
佐
々
木
嘉
幸
さ
ん
に
詳
し
く
伺
い
ま
し
た
。

Company Profile

合同会社 ツリーワーク
事業内容▶ 木炭・木酢液の高度

利用研究。
鳥獣被害防止忌避剤
の開発・製造

所 在 地▶ 〒037-0305
青森県北津軽郡
中泊町大字中里字
亀山602番地 

電 　 話▶ 0173-57-9003

代表者　佐々木嘉幸氏
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■ 
東
大
名
誉
教
授
が
製
品
の
ヒ
ン
ト

か
ね
て
か
ら
木
炭
づ
く
り
の
際
の
煙
を
冷
や
し
て
採
る

木
酢
液
の
高
度
利
用
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
お
ら
れ
た

佐
々
木
さ
ん
は
、
平
成
27
年
に
工
業
総
合
研
究
所
（
地
方

独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内
）
の
山
口

信
哉
・
環
境
部
長
か
ら
「
ふ
る
さ
と
財
団
に
『
ふ
る
さ
と

も
の
づ
く
り
支
援
事
業
』
と
い
う
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
で

新
し
い
木
酢
液
に
よ
る
も
の
づ
く
り
を
考
え
て
提
案
し
て

み
た
ら
ど
う
か
」
と
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
木
酢
液
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
谷や

田た

貝が
い

光み
つ

克よ
し

氏
に
相
談
に
行
き
、「
イ
ン
ド
で

は
野
生
の
象
の
忌
避
剤
と
し
て
ジ
ョ
ロ
キ
ア
が
使
わ
れ
て

い
る
。
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
ヒ
ン
ト
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
確
か
に
中
泊
町
で
も
リ
ン
ゴ
畑
は

ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
荒
ら
さ
れ
ま
す
が
、
唐
辛

子
畑
に
は
寄
っ
て
き
ま
せ
ん
。

山
口
部
長
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
木
酢
液
を
濃
縮
、

ジ
ョ
ロ
キ
ア
か
ら
辛
み
成
分
の
カ
プ
サ
イ
シ
ン
を
抽
出
し

て
混
ぜ
合
わ
せ
る
製
作
工
程
を
考
え
、「
ふ
る
さ
と
も
の

づ
く
り
支
援
事
業
」
に
「
鳥
獣
被
害
防
止
忌
避
剤
開
発
事

業
」
と
し
て
応
募
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

辛
み
成
分
で
皮
膚
が
火
傷
状
に

い
よ
い
よ
実
際
の
製
造
段
階
に
入
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

苦
難
の
連
続
で
し
た
。
激
辛
唐
辛
子
と
い
え
ば
メ
キ
シ
コ

産
の
「
ハ
バ
ネ
ロ
」
が
有
名
で
す
が
、
そ
の
10
倍
は
辛
い

と
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
載
っ
た
の
が
「
ジ
ョ
ロ
キ
ア
（
正

式
名
称
：
ブ
ー
ト
・
ジ
ョ
ロ
キ
ア
）」
で
、
イ
ン
ド
が
主

産
地
で
す
。
輸
入
す
る
と
１
㌔
３
万
４
０
０
０
円
と
高
額

に
な
る
た
め
地
元
で
栽
培
す
る
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

「
日
本
で
ジ
ョ
ロ
キ
ア
を
栽
培
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な

く
、
ま
っ
た
く
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
イ
ン
ド
と
は
気

候
が
違
い
ま
す
か
ら
ハ
ウ
ス
を
２
棟
建
て
ま
し
た
が
、
最

初
の
年
は
半
分
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
も
腐
り
や

す
く
乾
燥
に
は
手
間
が
掛
か
り
ま
し
た
。
ま
た
作
業
中
は

目
、
鼻
、
口
、
皮
膚
を
完
全
防
護
し
て
い
ま
す
。
何
も
し

な
い
と
辛
み
成
分
の
カ
プ
サ
イ
シ
ン
で
皮
膚
が
痛
く
な
り
、

赤
く
な
っ
て
火
傷
の
よ
う
に
な
る
た
め
作
業
所
に
１
分
も

い
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
取
材
中
、
ハ
ウ
ス
内

で
実
を
掴
も
う
と
し
て
佐
々
木
さ
ん
に
慌
て
て
止
め
ら
れ

ま
し
た
。
植
物
に
触
っ
た
皮
膚
が
火
傷
の
よ
う
に
な
る
と

は
、「
ジ
ョ
ロ
キ
ア
の
威
力
恐
ろ
し
」
で
す
。

■ 

熊
に
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
効
果

濃
縮
木
酢
液
と
ジ
ョ
ロ
キ
ア
か
ら
抽
出
し
た
カ
プ
サ
イ

シ
ン
に
乾
燥
抑
止
な
ど
の
目
的
で
グ
リ
セ
リ
ン
を
加
え
た

忌
避
剤
が
完
成
し
ま
し
た
。「
大
き
な
動
物
に
効
果
が
あ

れ
ば
小
動
物
に
も
効
く
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に

効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
は
実
証
実
験
し
て
み
な
け
れ
ば
わ

か
り
ま
せ
ん
。
青
森
県
内
の
近
隣
市
町
村
ば
か
り
で
な
く

秋
田
、
長
野
、
静
岡
、
山
形
、
岩
手
の
各
県
で
、
熊
、
猿
、

鹿
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
を
対
象
に
し
た
効
果
試
験
を
行
い

ま
し
た
。

「熊の被害は命に関わる。『熊にげる』で防止できれば」と意気込む佐々木さん

ジョロキアを扱う作業は危険が伴うため完全防護態勢で行われる

ジョロキアの中身



18 ● Feb. 2019 vol.135

そ
の
結
果
、「
青
森
県
内
の
毎
年
何
回
か
熊
に
荒
ら
さ

れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
の
通
り
道
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
忌

避
剤
の
口
を
開
け
て
臭
い
が
広
が
る
よ
う
に
し
、
収
穫
ま

で
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
熊
は
出
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
佐
々
木
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
嗅
覚
が
発

達
し
て
い
る
熊
に
関
し
て
は
青
森
県
内
の
頻
出
場
所
で
ま

っ
た
く
確
認
さ
れ
ず
、
１
０
０
％
近
い
忌
避
効
果
が
あ
っ

た
と
判
断
で
き
ま
し
た
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
ば
か
り
で
な
く

北
海
道
の
ヒ
グ
マ
で
も
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
効
果
に
自
信
が
持
て
る
熊
対
策
を
前
面

に
出
し
て
、
商
品
化
し
ま
し
た
。
名
前
は
、
ス
ト
レ
ー
ト

に
「
熊
に
げ
る
」。
１
０
０
０
㍉
㍑
１
万
円
（
税
別
）
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
入
る
際
に
手

軽
に
使
え
る
よ
う
に
忌
避
剤
を
染
み
込
ま
せ
た
携
帯
タ
イ

プ
（
千
円
＝
税
別
）
も
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
１
年
効
果

が
続
く
そ
う
で
す
。「
命
に
関
わ
る
人
的
な
被
害
が
多
発

し
て
い
る
秋
田
か
ら
は
卸
業
者
か
ら
大
量
注
文
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
か
ら
は
熊
被
害
は
各
国
で
も
起

き
て
お
り
、
輸
出
品
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」。
佐
々
木
さ
ん
は
農
林
業
ば
か
り
で
な

い
広
い
市
場
性
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

鹿
、
猪
に
も
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
ま
だ
１
０

０
％
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
す
。
猿
は
触
っ
て
皮
膚
に
痛

み
を
感
じ
る
と
近
づ
か
な
く
な
り
ま
す
が
、
２
、
３
週
間

で
ま
た
出
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
熊
以
外
の
害
獣
へ
の

効
果
を
確
実
な
も
の
に
す
る
に
は
液
剤
の
性
質
や
特
性
に

工
夫
を
加
え
る
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
開
発
が
必
要
で
す
。

■ 
量
産
化
に
向
け
準
備
進
む

害
獣
対
策
に
唐
辛
子
を
使
う
製
品
は
ほ
か
で
も
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
動
物
側
が
学
習
す
る
こ
と
で
慣
れ
て
し

ま
い
、効
果
が
継
続
し
な
か
っ
た
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
「
熊
に
げ
る
」
の
忌
避
効
果
が
消
え
な
い

な
ら
ば
画
期
的
な
製
品
で
、
国
内
ば
か
り
で
な
く
、
海
外

か
ら
の
注
目
も
集
め
そ
う
で
す
。「
昨
年
特
許
を
申
請
し

ま
し
た
」
と
競
合
対
策
も
万
全
。
現
在
は
小
規
模
生
産
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
量
産
化
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
「
こ
の
事
業
で
町
お
こ
し
に
繋
が
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
が
、
ジ
ョ
ロ
キ
ア
の
価
格
が

高
く
、
資
金
面
で
大
変
で
し
た
。
そ
れ
が
実
現
で
き
た
の

は
『
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
』
に
採
択
さ
れ
た

お
か
げ
で
す
」
と
、
ふ
る
さ
と
財
団
へ
の
感
謝
を
繰
り
返

し
口
に
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
新
規
雇
用
１
人
、
ア
ル
バ
イ

ト
2
人
の
経
済
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
品
質

の
改
良
を
加
え
て
い
け
ば
産
業
化
に
大
き
く
近
づ
く
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。津
軽
の
春
も
間
近
の
よ
う
で
す
。

ハウス内で栽培中のジョロキア

津
軽
半
島
の
ほ
ぼ
中

央
部
に
位
置
す
る
中
泊

町
で
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に

よ
る
葉
タ
バ
コ
食
害
な

ど
で
約
１
５
０
万
円
（
平
成
29
年
度
）
の
農
業
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
多

数
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
の
秋
田
で
は
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
に
よ
る
深
刻
な
人
的
被
害
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
忌
避
剤
を
使
っ
て
被
害
防
止
に
努
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ロ
キ
ア
は
ハ
ウ
ス
で
発
芽
後
露
地
栽
培
に
移

し
ま
す
が
、
寒
冷
地
で
風
も
強
い
た
め
課
題
も
あ
り

ま
す
。
町
の
施
設
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
支
援
態
勢

を
取
り
、
町
の
農
業
生
産
物
の
拡
大
に
繋
が
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に

は
大
き
な
市
場
性
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
産
業
と
し

て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
ジ
ョ
ロ
キ
ア
を
使
っ
て
「
日
本
一

の
激
辛
料
理
」
を
開
発
し
、
観
光
資
源
化
す
る
道
も

模
索
中
で
す
。

中
泊
町
総
合
戦
略
課
企
画
係

主
査
　
小
野
真
樹
志
氏
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中泊町は津軽半島の真ん中付近にあり、 2カ所の飛び地になっています。
日本海に面した旧小泊村（現小泊地区）と内陸部の旧中里町（現中里地区）
が2005年に合併して生まれたためです。町の人口は平成30年10月末現在で 1
万 1千人余です。
小泊地区は海の幸に恵まれ、町のご当地グルメとして「中泊メバルの刺身
と煮付け膳」を売り出し中です。中里地区は総面積の約 6割が山地で、スギ、
ヒバなどの針葉樹林が広がっています。白神山地を源流とする岩木川が汽水
湖の十三湖に注ぎ、肥沃な平野部では稲作が行われています。
津軽鉄道の津軽中里駅内には、100年以上続く津軽伝統人形芝居「金

きん

多
た

豆
まめ

蔵
じょ

」の劇場もあります。

【折
おり

腰
こし

内
ない

海岸（小泊地区）】
　中泊町でもとびきりの夕陽の絶景が見える
場所。夏には「中泊町ビーチサッカー青森県
大会inこどまり」が開催され、県内から100チー
ム以上が参加して熱戦を繰り広げます。

【小泊　七ツ滝（小泊地区）】
　竜泊ラインにある高さ 21ｍの滝です。七段の岩肌
を流れることから「七ツ滝」と呼ばれています。

【�中泊メバルの刺身と煮付け膳�
（小泊・中里地区）】

　高級魚メバルの刺身姿盛りに煮付け、イカ刺しごはんの愛称「メバル膳」。お米は中里産
のつがるロマンです。

AOMORI

中泊町
中泊町ホームページ
http://www.town.nakadomari.lg.jp/

【津軽鉄道・イベント列車（中里地区）】　雪をかき分けて走る姿はカッ
コよく、ストーブ列車は車内の
ストーブでスルメや餅を焼く人
もいてほのぼのとしたムードに
包まれます。ほかの季節にも風
鈴列車や鈴虫列車などのイベン
ト列車を運行する、日本最北の
ローカル私鉄です。
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●
甲
府
市
の
概
要

甲
府
市
は
、
群
雄
割
拠
の
戦
国
時
代
に
名
将

と
し
て
全
国
に
名
を
馳
せ
た
、
武
田
信
玄
公
の

父
で
あ
る
武
田
信
虎
公
が
、
つ
つ
じ
が
崎
の
地

（
現
在
の
武
田
神
社
が
あ
る
甲
府
市
古
府
中
町
）

に
館
を
移
し
て
、
甲
斐
国
の
府
中
「
甲
府
」
と

い
う
ま
ち
が
誕
生
し
た
こ
と
に
起
源
を
発
し
て

い
ま
す
。
面
積
２
１
２
・
47
㎢
、
人
口
約
18
万 

９
０
０
０
人
の
山
梨
県
の
県
庁
所
在
地
で
す
。

甲
府
市
は
、
北
に
八
ヶ
岳
、
南
に
富
士
山
、

西
に
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
な
ど
数
多
く
の
山
々
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
御
岳
（
み
た
け
）
昇
仙
峡
を

は
じ
め
と
す
る
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
水
晶
の
研
磨
業
が

栄
え
、
全
国
の
約
3
分
の
1
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
が

甲
府
市
を
中
心
に
製
品
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
宝
石
の
街
・
甲
府
」
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
で
初
め
て
甲
州
種
や
山
葡
萄
で

ぶ
ど
う
酒
（
ワ
イ
ン
）
の
醸
造
を
行
っ
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
日
本
ワ
イ

ン
発
祥
の
地
」
と
し
て
情
報
発
信
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
光
資
源
に
加
え
、甲
府
市
は
、

２
０
１
９
年
に
迎
え
る
「
こ
う
ふ
開
府
５
０
０

年
」、
２
０
２
０
年
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」、
２
０
２
１
年
の
「
武

田
信
玄
公
生
誕
５
０
０
年
」
と
い
う
歴
史
的
な

節
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
、
２
０
２
７
年
の
「
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
」
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
交
流
人
口
の
確
保
に
よ
っ
て
地
域
活
性

化
を
図
る
観
光
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

●�

甲
府
市
観
光
地
づ
く
り
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

甲
府
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
」
に
お
い
て
「
観

光
の
振
興
」
と
い
う
施
策
を
設
け
て
い
ま
す
。

施
策
の
中
で
は
「
多
く
の
人
々
が
訪
れ
交
流
す

る
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
」
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
任
意
団
体
で
あ
っ
た「
甲
府
市
観
光
協
会
」

を
一
般
社
団
法
人
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
「
稼
ぐ
」
観
光
事
業
の
企
画
、

運
営
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
広
域
連
携
を
拡
充

さ
せ
、
自
主
性
、
自
立
性
を
も
っ
た
観
光
事
業

の
展
開
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、
外
部
専
門
家
を
招
聘
し
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
実
効
性
の
あ
る
事
業

を
展
開
し
、
将
来
的
に
は
持
続
可
能
な
観
光
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
、

更
に
は
雇
用
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

●
外
部
専
門
家
に
よ
る
支
援

平
成
29
年
度
事
業
で
は
、
根
本
実
氏
（
元
や

ま
な
し
観
光
推
進
機
構
）
を
外
部
専
門
家
に
迎

え
、
以
下
３
つ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
事
業
を

推
進
し
ま
し
た
。

①�

着
地
型
観
光
商
品
の
開
発
（
昇
仙
峡
、
ぶ
ど

う
、
ワ
イ
ン
な
ど
を
活
用
）

　ふるさと財団では、地域再生に取り組む市町村が各
分野の専門的知識や実務的ノウハウを有する外部専門
家を活用する場合に、その費用の一部を助成する「外
部専門家活用助成」を行っています。

日本ワイン発祥の地　山梨県甲府市
平成 29 年度 地域再生マネージャー事業

富士山

甲府市
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②
民
間
、
広
域
連
携
等
の
組
織
強
化

③�

観
光
商
品
情
報
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
け
る
効

果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

●
事
業
期
間
内
で
の
取
組
内
容

取
組
の
成
果
と
し
て
、
次
の
A
～
C
の
３
つ

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

A
観
光
商
品
（
メ
ニ
ュ
ー
）
開
発

地
域
資
源
を
活
用
し
た
着
地
型
観
光
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
昇
仙
峡
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

事
業
、
広
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
プ
レ
ミ

ア
ム
ツ
ア
ー
等
を
造
成
し
ま
し
た
。

昇
仙
峡
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
で
は
、
荒

川
ダ
ム
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
を
試
行
的
に
実
施

し
た
結
果
、
合
計
71
名
の
参
加
が
あ
り
、
本

格
実
施
に
向
け
た
可
能
性
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
湯
村
温
泉
郷
の
宿

泊
客
を
対
象
に
し
た
昇
仙
峡
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

を
平
成
29
年
10
月
20
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

実
施
し
ま
し
た
。

広
域
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
ワ
イ
ン
色

の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー
マ
に
、
甲
府
市
観
光

協
会
と
笛
吹
市
観
光
物
産
連
盟
と
の
共
催
に

よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
で
は
、
印
伝
と
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
甲
州
牛
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
組
み
合

わ
せ
た
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
て
、
外

国
語
が
苦
手
な
店
主
や
ス
タ
ッ
フ
で
も
外
国

人
観
光
客
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
指
さ
し
会

話
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。英
語
、中
国
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
等
7
ヶ
国
語
で
注
文
時
の
会
話

や
料
理
の
名
前
を
表
記
し
、
指
さ
し
で
注
文

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
甲
府
で
も
急

増
す
る
外
国
人
観
光
客
に
お
も
て
な
し
が
で

日本一の渓谷と称される御岳昇仙峡。秋の紅葉シーズンには多
くの人で賑わう

大正時代創業のSADOYA�ワイナリーは駅からも近く観光客に人
気のスポット

芸術の森公園から富士山を望む

2019�年は信玄公の父武田信虎が
甲斐の府中を甲府に置いてから500�年
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き
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

Ⓑ
民
間
﹆
広
域
連
携
等
の
組
織
強
化

甲
府
市
観
光
協
会
の
組
織
強
化
に
向
け
、

甲
府
市
、
観
光
協
会
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ

ン
グ
の
3
者
で
の
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
か
ら
地
域
お
こ
し
企
業
人
が
甲
府
市

観
光
課
に
着
任
し
、
観
光
協
会
と
連
携
し
て

の
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

広
域
連
携
と
し
て
は
、
4
市
1
町
（
甲
府
、

笛
吹
、
甲
州
、
山
梨
、
富
士
河
口
湖
）
で
、「
富

士
山
フ
ル
ー
ツ
観
光
協
議
会
（
現
・
山
梨
県

観
光
推
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
）」

を
設
立
し
ま
し
た
。

C
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み
と
し
て
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
お
こ
な
い
、
複
数
の
体

験
系
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
食
の
冊

子
を
発
行
し
、
ワ
イ
ン
と
地
鶏
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

● 

持
続
的
発
展
へ
向
け
た
課
題
﹆
今
後
の
取
組

甲
府
市
で
は
、
観
光
商
品
の
新
規
造
成
、

民
間
・
広
域
連
携
に
よ
る
組
織
強
化
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
に
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
観
光
事
業
の
舵
取
り
役
と
し

て
強
化
を
開
始
し
た
（
一
社
）
甲
府
市
観
光

協
会
が
、
持
続
可
能
な
組
織
と
な
る
よ
う
、

自
主
財
源
や
人
材
確
保
、
多
様
な
関
係
を
巻

き
込
ん
だ
観
光
地
経
営
や
観
光
地
域
づ
く
り

に
資
す
る
意
識
醸
成
等
に
よ
り
、
組
織
強
化

を
継
続
し
て
取
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
創
出
に
お
い
て
は
、
各
事
業

者
等
が
取
組
ん
で
い
る
観
光
商
品
を
取
り
ま

と
め
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
サ
イ
ト
と
連
携
さ
せ
、
そ
の
仲
介
及
び
運

営
サ
ポ
ー
ト
の
手
数
料
を
得
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
で
の
人
材
不
足
を
補
う
た

め
、
観
光
協
会
員
や
学
生
、
商
工
会
議
所
等

と
連
携
を
強
化
し
、
人
材
育
成
に
資
す
る
情

報
共
有
等
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

甲
府
市
役
所 

産
業
部
観
光
商
工
室
観
光
課
望
月
係
長
よ
り

紅葉の荒川ダムで
カナディアンカヌー体験
を実施
　着地型観光商品開発として、カナ
ディアンカヌー体験を試験実施。紅葉
で色づく荒川ダムの新たな楽しみ方と
して、３日間の開催で計 71人が参加。

東京赤坂のるるぶキッチン
で甲府の魅力をPR
　JTBパブリッシングとの連携協定を
有効活用し、都内で甲府の魅力をPR 
する食のキャンペーンを展開。葡萄・
酵母・醸造のすべてを甲府で手掛けた
オール甲府のスパークリングワインの
提供と甲府地鶏を使ったメニュー開発
も実施。

広域連携フォトコンテスト
「ワイン色のある風景」
　広域連携事業として笛吹市と共同でフォトコンテス
トを実施。ワイン色のある風景と題して県内外問わず
広く作品を募集し2,165 点の応募が集まった。

望月良彦係長とこうふかんこう PRおうえん
隊長「信玄くん」

https://www.city.kofu.yamanashi.jp/welcome/
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会津本郷地区のまちなかの様子
　小さな路地や水路が網の目のように通っており、懐かしいたたずまいが魅力です。

福
島
県 

会
津
美
里
町

　ふるさと財団では、専門性を持った外部の人材（まちなか再生プ
ロデューサー）が地域に入り、まちなかを再生する事業に対して助
成する「まちなか再生支援事業」を実施しています。
　この事業では、まちなか再生に関わる様々な分野の専門家である
アドバイザリーボード委員が、まちなかの再生が行われている現地
に実際に赴き、地元自治体やプロデューサー等と一緒にまちなかの
状況を確認するとともに意見交換を行う現地会議を開催しています。
この会議を通じて、課題や目指すべき方向性が明確になり、事業をより円滑に効率的に進めることができます。
　今年度事業を行っている５市町のうち、福島県会津美里町と広島県府中市が行っているまちなか再生の取組と
現地会議の様子についてご紹介します。

まちなか
再生支援事業

Aizumisato

会
津
美
里
町
の
概
要

　
会
津
美
里
町
は
、
福
島
県
の
西
半
分
を
占
め
る

会
津
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
総
面
積
は
２

７
６
・
33
㎢
で
、
東
は
会
津
若
松
市
、
西
は
柳
津

町
、
北
は
会
津
坂
下
町
、
南
は
下
郷
町
及
び
昭
和

村
と
接
し
て
お
り
、
郡
山
市
ま
で
は
約
50
㎞
の
距

離
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
に
３
つ
の
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
経
緯
か
ら
、
会
津
美
里
町
に
は
、
会
津
高
田
・

会
津
本
郷
・
新に

い
鶴つ
る
の
個
性
あ
る
３
つ
の
地
区
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

歴
史
と
文
化
の
ま
ち 

会
津
高
田

会
津
高
田
地
区
は
、
徳
川
家
康
公
の
知
恵
袋
と

し
て
活
躍
し
た
天
台
宗
の
名
僧
「
慈じ

眼げ
ん

大だ
い

師し

」
こ

と
天て

ん
海か
い

大だ
い

僧そ
う

正じ
ょ
うが
生
ま
れ
育
っ
た
地
で
、
大
師
ゆ

か
り
の
史
跡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
地
区
に
は
会
津
総
鎮
守
で
岩
代
国
一
ノ
宮
で
あ

る
伊い

佐さ

須す

美み

神じ
ん

社じ
ゃ

（
写
真
次
頁
左
上
）
が
あ
り
、

神
社
の
歴
史
は
二
千
年
以
上
に
及
び
ま
す
。
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
で
、
年
間
１
４
５

万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
約
６
割
が
住
む
同
地
区
に
は
、
学
校
や

病
院
な
ど
公
共
公
益
機
能
が
集
ま
っ
て
お
り
、
本

年
５
月
に
は
、
町
の
新
庁
舎
と
図
書
館
、
多
目
的

ホ
ー
ル
な
ど
か
ら
な
る
複
合
文
化
施
設
「
じ
げ
ん

プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

東
北
最
古
の
焼
き
物
の
ま
ち 

会
津
本
郷

会
津
本
郷
地
区
（
写
真
上
）
に
お
い
て
４
０
０

年
以
上
に
渡
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
会
津
本
郷

会
津
美
里
町
の
概
要

http://www.town.aizumisato.fukushima.jp/
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焼
は
、
東
北
最
古
の
焼
き
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、地
区
内
に
は
13
の
窯
元
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

本
郷
焼
は
「
特
に
決
ま
っ
た
特
徴
が
な
い
の
が
特

徴
」
と
も
い
わ
れ
、
窯
元
ご
と
に
色
も
形
も
様
々

で
す
。
毎
年
8
月
の
第
１
日
曜
日
に
は
、
朝
４
時

か
ら
「
会
津
本
郷
せ
と
市
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
懐
中
電
灯
を
片
手

に
好
み
の
品
を
探
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
ぶ
ど
う
畑
が
あ
る
ま
ち 
新
鶴

新
鶴
地
区
（
写
真
下
）
で
は
、
昼
夜
の
温
度

差
が
大
き
い
丘
陵
地
の
特
性
を
活
か
し
て
40
年
以

上
前
か
ら
白
ワ
イ
ン
用
品
種
の
ぶ
ど
う
・
シ
ャ
ル

ド
ネ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ぶ
ど
う
を
使
っ

て
作
ら
れ
た
新
鶴
ワ
イ
ン
は
、
数
々
の
賞
に
輝

き
、
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
採
用
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
料
理
と
も
相
性
が
良

く
、
香
り
高
く
、
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
が

特
徴
で
す
。
毎
年
10
月
に
は
、「
新
鶴
ワ
イ
ン
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
県
産
牛
肉
と
地
元
野
菜
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
と
も
に
新
鶴
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
中
田
観
音
を
本
尊
と
す
る
弘こ

う
安あ
ん

寺じ

は
、
野
口
英

世
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
、そ
の
堂
内
に
は
、

抱
き
つ
い
て
願
い
事
を
す
る
と
願
い
が
叶
う
と
い

わ
れ
て
い
る
抱
き
つ
き
柱
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題

町
の
都
市
機
能
の
多
く
が
会
津
高
田
と
会
津

本
郷
の
２
地
区
に
集
積
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は

人
口
減
少
や
事
業
主
の
高
齢
化
に
伴
う
閉
店
な
ど

で
来
街
者
が
減
少
し
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
が
低

下
し
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
に
2
万
8
千
人
だ
っ

た
町
の
人
口
は
、
平
成
27
年
に
は
2
万
1
千
人
と

な
り
、
30
年
間
で
２
割
以
上
減
少
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
の
商
品
販
売
額
は
、
平
成
19
年
の
96
億
円

か
ら
27
年
の
84
億
円
へ
と
8
年
間
で
1
割
以
上
減

少
し
て
い
ま
す
。

会
津
美
里
町
は
、
商
工
会
・
観
光
協
会
等
と
協

力
し
、
平
成
27
年
に
ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
な
ど
の
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し

て
、
地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る
人
材
の
発
掘
や
育

成
も
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
の
再
整
理
や
地
域
づ
く
り
の
人
材
の

確
保
を
行
う
べ
く
、
西
村
浩
氏
（
写
真
左
）
を

西に
し
村む
ら

　
浩ひ
ろ
し氏

株
式
会
社

ワ
ー
ク
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

会
津
美
里
町
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
迎
え
、
ふ
る
さ
と
財
団
の

助
成
を
受
け
て
ま
ち
な
か
の
再
生
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
取
組

ま
ず
、
町
の
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
と
西
村
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
各
地
区
ご
と
の
特
性
や
地
域

資
源
を
活
か
し
て
交
流
人
口
を
増
や
し
、
ま
た
子

育
て
世
代
に
町
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
定
住
に
も
つ
な
げ
る
と
い
う
視
点
で
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
定
め
る
「
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
、
担
い
手
と

な
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
住
民
た
ち
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
公
共
公
益

機
能
が
集
積
す
る
会
津
高
田
は
居
住
地
と
し
て
、

会
津
本
郷
焼
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
を
持
つ
会
津

本
郷
は
消
費
地
・
滞
在
地
と
し
て
、
豊
か
な
農
地

が
広
が
る
新
鶴
は
生
産
地
と
し
て
位
置
付
け
、
更

に
は
町
と
隣
接
し
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
受
け

入
れ
る
玄
関
口
と
な
る
会
津
若
松
を
含
め
た
４
つ

の
エ
リ
ア
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
で
、

ま
ち
な
か
再
生
の
好
循
環
を
創
り
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
で
中
長
期
の
宿
泊
が
可
能
と
な

る
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
も
着
手

し
て
い
ま
す
。
会
津
高
田
で
は
、
じ
げ
ん
プ
ラ

ザ
に
設
置
さ
れ
る
図
書
館
の
本
を
活
か
し
、
自

然
豊
か
な
町
内
の
各
地
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が

ら
思
い
思
い
に
読
書
を
楽
し
む
「
ブ
ッ
ク
キ
ャ

ン
プ
」、
会
津
本
郷
で
は
、
ま
ち
全
体
を
「
一
つ

の
宿
」
と
み
な
し
て
、
ま
ち
全
体
で
お
客
様
を

も
て
な
す
「
ま
ち
や
ど
」、
新
鶴
で
は
、
景
観
の

良
い
丘
陵
地
で
ワ
イ
ン
や
食
を
楽
し
む
「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
地
で
の
意
見
交
換

昨
年
10
月
3
日
に
会
津
美
里
町
本
郷
庁
舎
に

お
い
て
、
ま
ち
な
か
再
生
の
専
門
家
で
あ
る
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
、
西
村
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
町
職
員
、
地
元
関
係
者
等
が
参
加
し
、
現

在
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

や
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
意
見
交
換

ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題

今
年
度
の
取
組

現
地
で
の
意
見
交
換

会津高田地区の伊佐須美神社
　神社の外苑で毎年６月から７月にかけて開催
されるあやめ祭りは、種類の多さや咲き誇る花
の数から東北随一といわれています。

新鶴地区のぶどう畑
　新鶴地区は、なだらかな丘陵地で、ぶどうをはじめとした果樹を栽培するのにとても適しています。
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会
津
美
里
町
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
よ
り

 　
本
町
は
、
13
年
前
に
町
村
合
併
し
て
で
き

た
町
で
す
が
、
異
な
る
地
域
特
性
の
た
め
一

体
感
が
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
や
、
現

地
会
議
を
通
し
て
外
部
専
門
家
の
方
々
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地

域
ご
と
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
メ
ン
バ
ー
等
に
よ
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
「
住
民
自
ら
が
楽
し

め
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

府
中
市
の
概
要

　
府
中
市
は
、
広
島
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、

総
面
積
は
１
９
５
・
71
㎢
で
、
東
南
は
福
山
市
、

西
は
尾
道
市
及
び
世
羅
町
、
北
は
三
次
市
、
庄

原
市
及
び
神
石
高
原
町
と
接
し
て
お
り
、
広
島

市
ま
で
は
直
線
距
離
で
約
75
㎞
、
福
山
市
ま
で

は
約
15
㎞
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

石
見
銀
山
へ
と
つ
づ
く
石
州
街
道

奈
良
時
代
に
備
後
国
府
が
置
か
れ
た
こ
と
で

町
の
礎
を
築
い
た
府
中
は
、
政
治
・
文
化
の
中
心

地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。ま
た
、江
戸
時
代
に
は
、

石
州
街
道
（
写
真
上
）
の
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
い

ま
し
た
。
石
州
街
道
は
、
２
０
０
７
年
に
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
島
根
県
大
田
市
の
石
見
銀

山
か
ら
日
本
海
や
瀬
戸
内
海
の
港
へ
銀
を
積
み
出

す
た
め
に
造
ら
れ
た
輸
送
路
で
す
。
街
道
沿
い
に

は
黒
壁
や
土
壁
の
建
物
が
点
在
し
、
茶
屋
跡
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伝
統
産
業
を
受
け
継
ぐ
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

府
中
市
は
、
家
具
や
建
具
な
ど
の
木
工
業
が

盛
ん
で
す
。
特
に
、
伝
統
産
業
で
あ
る
府
中
タ

ン
ス
は
、
江
戸
時
代
か
ら
約
３
０
０
年
の
歴
史

を
誇
り
ま
す
。
現
在
で
も
、
エ
ン
ジ
ン
の
部
品

等
に
使
用
さ
れ
る
非
鉄
金
属
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
、

建
物
の
内
装
床
仕
上
げ
の
ゴ
ム
タ
イ
ル
な
ど
、
日

本
一
の
生
産
額
を
誇
る
工
業
製
品
が
多
く
あ
り
、

全
国
有
数
の
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
す
。
ま
た
、

府
中
市
の
概
要

を
す
る
た
め
、
現
地
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
津
美
里
町
の
３
つ
の
地
区
は
、
い
ず
れ
も

地
域
資
源
が
豊
富
で
特
徴
も
は
っ
き
り
し
て
い
る

と
い
う
共
通
認
識
の
下
、
そ
れ
ら
の
地
域
資
源
や

特
徴
を
ど
の
よ
う
に
相
互
に
結
び
つ
け
て
い
く
の

が
良
い
か
と
い
う
議
論
や
、人
口
減
少
が
進
む
中
、

ま
ち
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
な
が
ら
ま
ち
な
み
や
風

景
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
イ
ギ
リ
ス
の
取
組
の
紹
介
等

が
あ
り
ま
し
た
。町
で
は
、ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー

ド
委
員
か
ら
の
意
見
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

広
島
県 

府
中
市

http://www.city.fuchu.hiroshima.jp/

Fuchu

石州街道出口通り
　石州街道のうち、まちなかの中心部にある一番街商店街に
つながる部分を出口通りといいます。

定
住
促
進
係

関せ
き
本も
と

　
達と
お
る係

長
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まちなか再生支援事業

約
４
０
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
府
中
味
噌
（
写

真
右
）
や
備
後
府
中
焼
き
（
写
真
右
中
央
）
も
当

地
の
名
物
で
す
。

ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題

ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
対
象
で
あ
る
府
中
地

区
は
、
交
通
の
拠
点
と
な
る
Ｊ
Ｒ
府
中
駅
周
辺
に

あ
り
、
市
役
所
な
ど
の
官
公
庁
や
福
祉
施
設
の
ほ

か
、
ス
ー
パ
ー
等
が
立
地
す
る
エ
リ
ア
で
す
。
市

内
の
他
の
地
域
に
比
べ
て
商
業
が
集
積
し
、
暮
ら

し
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
い
た
め
、
高

齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
人
に
と
っ
て
住
み
や
す
い

環
境
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
空
洞
化
の
進
行
を
止

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
７
年
に
５
万
人
余
だ
っ
た
市
の
人
口
は
、

22
年
に
は
4
万
3
千
人
と
な
り
、
15
年
間
で
1
割

以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
小
売
販
売

額
も
、
平
成
９
年
か
ら
19
年
ま
で
の
10
年
間
で
５

６
０
億
円
か
ら
４
７
３
億
円
と
な
り
、
１
割
半
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
家
用
車
等
の
交
通

手
段
の
発
達
で
郊
外
へ
市
街
地
が
広
が
っ
た
こ
と

や
、
国
道
沿
い
へ
の
商
業
施
設
の
進
出
に
よ
り
中

心
市
街
地
の
求
心
力
が
低
下
し
た
こ
と
な
ど
が
原

因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
地
区
の
活
性
化
は
市
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
た
め
、
平
成
19
年
５
月
に
「
府
中
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
定
め
、
30
年

３
月
ま
で
の
計
画
期
間
に
、
府
中
焼
き
の
店
舗
を

併
設
し
た
観
光
案
内
施
設
「
キ
テ
ラ
ス
ふ
ち
ゅ

う
」
の
設
置
や
、明
治
５
年
創
業
の
料
亭
旅
館（
写

真
左
下
）
に
観
光
客
が
立
ち
寄
り
や
す
く
す
る
た

め
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ず
に
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
府
中
市
こ
ど
も
の
国
Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
Ｍ
（
以

下
「
ポ
ム
ポ
ム
」）（
写
真
次
頁
上
）
は
、
地
域
の

内
外
か
ら
年
間
12
万
人
以
上
が
訪
れ
る
高
い
集
客

力
を
有
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
こ
の
集
客
力
を
活

か
し
て
ポ
ム
ポ
ム
に
訪
れ
て
い
る
子
育
て
層
を
ま

ま
ち
な
か
の
現
状
と
課
題

町屋Café ＆ Dining 恋しき
　明治５年創業の料亭旅館をリノベーションした施設で、国登録の有形文化財にも指定
されています。

シェアショップ季のむら
　築 90年の空き家をまちづくりの担い手がリノベーションし、
複数のお店が入居しています。

平地呉服店
　県の近代文化遺産にも登録されている約 80 年前に建てられ
た元呉服店。現在は府中ノアンテナの事務所として使われてい
ます。

府中味噌
　麹の分量が他の味噌よりも多いとされ、塩分の分量
が比較的少なく、健康にも良いといわれています。

備後府中焼き
　府中市を中心に食べられているお好み焼き
で、ひき肉が使われているのが特徴です。
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ち
な
か
へ
誘
客
す
る
こ
と
で
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
し
た
い
と
考
え
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
府
中
ノ
ア
ン
テ
ナ
の
水か

主こ

川が
わ

緑み
ど
り

氏
（
写
真
左
）

水か
こ
が
わ
主
川
　
緑み
ど
り氏

特
定
非
営
利
活
動
法
人

府
中
ノ
ア
ン
テ
ナ

代
表
理
事

府
中
市
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
迎
え
、
ふ
る
さ
と
財
団

の
助
成
を
受
け
て
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

今
年
度
の
取
組

市
の
ま
ち
な
か
に
は
、
魅
力
的
な
店
舗
（
写
真

前
頁
下
段
右
上
）、
美
し
い
ま
ち
な
み
（
写
真
前

頁
右
下
）、
地
元
団
体
が
行
う
産
業
観
光
ツ
ア
ー

な
ど
の
地
域
資
源
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
が
相
互
に
連
携
し
誘
客
に
有
機

的
に
機
能
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
府
中
ノ
ア
ン
テ
ナ
と
市
の
女
性
こ
ど

も
課
は
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
集
め
、
ま
ち
全
体
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
再
生
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、「
こ
ど
も
の
未
来
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
で
担
い
手
が
連
携
す
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ポ
ム
ポ
ム
を
訪
れ
た
子
育
て
層
に

ま
ち
な
か
の
情
報
を
発
信
す
れ
ば
、
ま
ち
な
か
へ

の
回
遊
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
新
た
な
情

報
発
信
方
法
や
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

現
地
で
の
意
見
交
換

ま
ち
な
か
再
生
の
専
門
家
で
あ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
、水
主
川
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

市
職
員
、
地
元
関
係
者
等
が
参
加
し
、
こ
う
し
た

仕
組
み
づ
く
り
や
企
画
中
の
情
報
発
信
方
法
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
た
め
、
昨
年
11
月
1
日

に
ポ
ム
ポ
ム
に
お
い
て
現
地
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
議
の
中
で
、
ま
ち
な
か
に
誘
客
し
た
い
対

象
を
明
確
に
し
た
上
で
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手

す
べ
き
だ
、
製
造
業
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
と
と
も
に
も
の
づ
く
り
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
前
面
に
出
す
べ
き
だ
、
と
い
っ

た
意
見
が
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ム
ポ
ム
へ
の
来
訪
者

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
効
果
的
な
情
報
発
信
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。
市
で
は
こ
う
し
た
意
見
等
を
参
考

に
し
て
、
今
後
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
取
組

現
地
で
の
意
見
交
換

府中市こどもの国 POMPOM（ポムポム）
　府中市が設置している児童館・子育て世代活動支援センター。木工のまちである
府中市らしさを活かして、遊具や内装に木材が多く使用されています。

府
中
市
女
性
こ
ど
も
課
よ
り

  　
平
成
30
年
４
月
に
児
童
館
か
つ
子
育
て
世

代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
「
府
中
市
こ
ど
も
の
国
」
は
、
隣
接
す
る

公
園
な
ど
を
包
含
し
た
施
設
・
エ
リ
ア
と
し
て
、

市
内
外
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
子
育
て

世
代
に
向
け
に
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
・
事
業
が

あ
り
、
そ
れ
ら
と
の
連
携
に
よ
り
市
内
の
賑
わ

い
づ
く
り
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い

う
思
い
か
ら
、
児
童
館
担
当
課
で
あ
る
女
性
こ

ど
も
課
と
し
て
財
団
事
業
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。

　
今
回
財
団
の
事
業
と
し
て
行
っ
て
み
て
、
関

係
機
関
の
連
携
が
十
分
で
な
く
、
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と
し
て

統
合
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と
に
地
域

力
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。　　

こ
ど
も
家
庭
係

宇う

野の

　
貴た
か
人と
係
長
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1 趣　旨

　地域の振興、活性化に資する事業活動を実施している民
間事業者を顕彰し、その活動を全国に広く周知することに
より、活力と魅力ある地域づくりの一層の推進に寄与する
ことを目的とします。

2 表彰対象

　過去にふるさと融資を活用した民間事業者等（以下「事
業者」という）であって、当該事業者によるふるさと融資
を活用した事業が営業開始後３年以上継続し、現在も経営
状況に懸念がなく、かつ地域における経済効果、雇用及び
イメージアップ等の点で魅力ある地域づくりに特に貢献し
ていると認められること。
　（例）
　・�地域の活性化につながる新しい試みに意欲的に取り組

んでいる事業
　・�当該事業において営業開始以降、新規雇用が定期的に

あり、地域における雇用拡大に貢献している事業
　・�地方公共団体において構想するまちづくり基本計画等

の推進にあたり、積極的な役割を果たし、地域にとっ
て中心的位置付けである事業

　・�当該事業の営業活動により、地域での生産、消費の拡
大が図られ、地域に大きな経済効果をもたらしている
事業

　・�東日本大震災などの大規模災害からの復興にあたり重
要な役割を果たし、地域経済の再生および雇用の維持・

拡大に特に貢献している事業（特別賞の対象要件を大
規模災害に拡大しました［授与実績：平成 24年２件、
平成 25年１件、平成 30年２件］）

3 表彰方法

　表彰は表彰状を授与して行います。
　・総務大臣賞：10事例以内

4 対象事業者の推薦方法

　都道府県、指定都市及び市町村は、それぞれ一事業者ま
で推薦してください。なお、同一都道府県において推薦す
る事業者が複数ある場合には、都道府県は優先順位を付し
て推薦してください。

5 審査方法

　都道府県、指定都市及び市町村から推薦を受けた表彰候
補の事業者のうちから、学識経験者及び関係行政機関の職
員等で構成される「ふるさと企業大賞審査委員会」の審査
及び選考を経て、10以内の表彰対象者を選定し、総務省
と協議の上、一般財団法人地域総合整備財団理事長が決定
します。

6 スケジュール

　・募集締切　　平成 31年２月 28日
　・審査委員会　平成 31年８月１日
　・受賞者決定　９月下旬
　・表彰式　　　10月下旬

1 事業目的

　企業等の地域資源を活用した新商品開発等に対し市町村
が補助を行う場合に、財団が当該市町村に対し補助金を交
付することで、地域産業の育成・振興に資するよう地域に
おける投資や雇用の創出を促進するものです。

2 事業区分

　⑴�　新商品開発に取り組む企業等に対して市町村が必要
な経費の補助を行うときは、経費の規模に応じて、補
助金を交付します（Ａ～Ｃタイプ）。

　⑵�　これまでに新商品開発に取り組み、試作品が完成し
たものの商品化に至っていないものについて、商品化
に向けた事業化、市場調査、販路開拓等を実施しよう
とする事業について、補助金を交付します（Ｄタイプ）。

	 融資部企画調整課	 TEL 	03-3263-5586　　 FAX  03-3263-5732 
  E-mail  kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）
推薦事業者を募集します

ふるさとものづくり支援事業
地域産業の育成と発展を支援
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3 事業概要

■ 補助事業の範囲（イメージ図）

	 融資部企画調整課	 TEL 	03-3263-5586　　 FAX  03-3263-5732 
  E-mail  kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

補 助 対 象 者
市町村（特別区を含み、指定都市を除く）
※企業等に対する補助金は市町村から交付します。

補 助 上 限 額 ・Ａタイプ 1,000 万円　・Ｂタイプ 500万円　・Ｃタイプ 100万円　・Ｄタイプ 200万円

補 助 率
補助対象経費の 2／ 3以内
（過疎地域、みなし過疎地域、離島地域、特別豪雪地帯においては 9／ 10以内）

補 助 対
象 経 費

A～ Cタイプ : �補助対象事業に必要な謝金、旅費、原材料費、機械装置費、工具器具費、委託費、�
技術指導費、産業財産権導入費、会議事務費、人件費、広告費等

Dタイプ : �上記に加え、パッケージデザイン・ネーミング委託料など、試作品を商品化の軌道にのせるために
必要な委託に要する経費

※具体的な経費の内容については、財団までお問い合わせください。

1 事業の目的

　地域再生に取り組む市町村に対して、各分野の専門的知
識や実務的ノウハウを有する外部専門家（地域再生マネー
ジャー等）を活用する費用の一部を支援することで、当該
地域の段階・実情に応じた地域再生の取組を促進し、地方
創生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄与しよう
とするものです。

※�当事業において「地域再生」とは、地域住民が主体となった持
続可能な仕組みや体制を構築すること、さらには地域資源等を
活用したビジネスを創出することで、地域が自立的に活動し雇
用に結び付ける仕組みづくりを行うことをいいます。

2 事業の概要

　本事業では、次のメニューにより、市町村の地域再生へ
の取組をサポートします。
① 外部専門家活用助成［助成率２／３以内、助成額 700

万円以内］
　地域再生に取り組む市町村が、各分野の専門的知識や実
務的ノウハウを有する外部専門家を活用する場合に、
財団がその費用の一部を助成するものです。
　外部専門家は、地域住民主体による持続可能な実施体制
の構築、地域資源等を活用したビジネス創出への助言・指
導及び事業の具体的なマネジメント等を行います。

補助事業の範囲（イメージ図）
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※商品化した後の販路開拓のための
　展示会出展等は対象外

地域再生マネージャー事業
地域の自立的活動・ビジネス創出の仕組みづくりに向けた取組を支援
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3 公募概要

　1外部専門家活用助成

助 成 対 象 者 市町村（特別区を含み、指定都市を除く）

助 成 金 額 助成対象経費の２／３以内（上限 700万円）

助成対象経費

①外部専門家の活用に関する経費（複数人材でも可能）
　外部専門家の人件費（謝金を含む）、旅費
②その他の経費
　旅費、委託料、会議費、印刷製本費、広告宣伝費、原材料費、消耗品費、通信運搬費
　等（消費税及び地方消費税を含む）

助成対象期間 平成 31年４月１日～平成 32年２月 20日

対 象 事 業 数 11 件程度

公 募 期 間 平成 30年 12月 17日～平成 31年２月８日（財団必着）

留 意 事 項

①市町村は、都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②書面審査の他、必要に応じ現地でのヒアリングを実施することがあります。
③採択・不採択の通知は３月下旬の予定です。
④期中の概算払いは行いません。
⑤外部専門家の活用に関する経費は、助成対象経費の概ね半分以上に調整願います。
⑥申請書は外部専門家と協議のうえ作成してください。
⑦�活用する外部専門家は、原則市町村で選任してください。希望があれば財団において外部専門家を紹介す
ることも可能です。

⑧�耐用年数が 1年以上の物品の購入費用は原則助成対象外とします。事業推進にあたり必要な場合は事前に
御相談ください。

　2外部専門家派遣（短期診断）

助 成 対 象 者 市町村（特別区を含み、指定都市を除く）

派 遣 内 容
①原則として１件当たり１回（２人）まで、２泊３日の派遣
②最終日に調査結果を市町村長等に報告

経 　 　 費
外部専門家の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部専門家へ直接支払う。
（算定方法については、財団の規定によります）

派遣実施期間 平成 31年４月１日～平成 32年１月 31日

対 象 件 数 ６件

課題解決の
方向性の提言

実施体制構築への
助言、協働

・起業
・法人化
・雇用拡大
・設備投資

地域住民が主体となり、
地域が自立的に活動

事業のマネジメント
ビジネス創出の助言、指導

地域課題の
抽出

地域住民主体による持続可能な実施体制の構築
事業実施（ものづくり、観光振興、流通・販路の拡大）

外部専門家派遣
（短期診断） 外部専門家活用助成

地域再生

外部の専門家による支援

②外部専門家派遣（短期診断）［派遣回数１回］　　　　　　　　
　�　地域再生に取り組もうとする市町村に対して、財団か
ら外部専門家を派遣し必要な助言等を行うものです。

外部専門家は、現地調査を行い、地域課題の抽出及び課題
解決に向けた方向性の提言を行います。
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公 募 期 間 平成 30年 12月 17日　～　平成 31年２月 28日（財団必着）

留 意 事 項

①市町村は､ 都道府県を経由して､ 財団に申請してください。
②採択・不採択の通知は３月下旬の予定です。
③対象（採択）件数に達しない場合は継続公募とします。
④派遣する外部専門家は、原則財団が選任します。

	 地域再生部地域再生課	 TEL 	03-3263-5736　　 FAX  03-3263-5732 
  E-mail  saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

1 事業の目的

　まちなか再生に取り組む市町村（特別区を含み、指定都
市を除く。以下同じ。）に対して、具体的・実務的ノウハ
ウを有する専門家（以下「まちなか再生専門家」という。）
又はまちなか再生専門家が属する法人に業務の委託をする
費用の一部を財団が助成することにより、民間能力を活用
してまちなかの都市機能等の維持・拡大を総合的な側面か

ら促進し、地方創生に資するよう活力と魅力ある地域づく
りに寄与しようとするものです。

※�当事業において「まちなか再生」とは、まちなかの維持保全・
環境改善・施設整備、インバウンド需要の活用を含む地域資源
のプロモーション、それらの担い手たるコミュニティの再生、
人材の育成、組織の設立に向けた活動等を行うことにより、ま
ちなかにおける生活及び交流拠点としての都市機能等の維持・
拡大を図ることをいいます。

2 助成事業の概要

助成内容
①市町村の業務委託に要する経費に対する助成
②市町村が実施するまちなか再生事業に対する助言

助成対象事業の概要 市町村がまちなか再生専門家の具体的・実務的ノウハウを活用してまちなか再生に取り組む事業

事業概念図

まちなか再生プロデューサー

次に掲げるいずれかの者とする。
①�市町村から委託されたまちなか再生事業の業務を、責任を持って遂行し、まちなか再生事業
全体の総合的な企画、調整、統制等を行う者

②�まちなか再生専門家チームに属するまちなか再生専門家のうち、当該チームの中心となる専
門家

契約の相手方
まちなか再生プロデューサー又はまちなか再生プロデューサーが所属（委嘱される場合を含む）
する法人

※�「まちなか再生専門家」とは、まちなか再生について、具体的かつ実務的ノウハウを有する専門家をいいます。

〈市町村〉

〈ふるさと財団〉

〈アドバイザリーボード〉

〈まちなか再生専門家チーム〉

まちづくり会社 住民

産業 金融

成果報告 連携

連携

まちなか再生プロデューサー

まちなか再生専門家

申請・報告書
の提出

審査・
助成金の交付 アドバイス

依頼

助言

まちなか再生支援事業
まちなか空間の再生を支援
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3 公募概要

助 成 対 象 者 市町村（特別区を含み、指定都市を除く）

助成対象業務

①�市町村が、まちなか再生事業の推進を目的として、まちなか再生プロデューサー又はまちなか再生プロ
デューサーが所属（委嘱される場合を含む）する法人と業務の委託契約を締結するものであること。

②まちなか再生の観点から、事業実施に係る実質的成果が期待できるものであること。
③�市町村とまちなか再生専門家チームとの連携を円滑に行う体制の整備等効果的に事業が実施される仕組み
を有するものであること。

④市町村が、継続的なまちなか再生を推進するために行うものであること。
⑤他の市町村におけるまちなか再生のモデルとなり得るものであること。
⑥助成対象業務に係る補助金等を国、独立行政法人、他の公益法人等から受けないものであること。
⑦助成対象業務の目的や内容が「地方創生」に資するものであること。

助 成 額
（ 助 成 率 ）

１事業　700万円以内（助成対象事業に係る契約金額の２／３以内）

対 象 事 業 数 ４件程度

助成対象期間 平成 31年４月１日～平成 32年２月 20日まで

公 募 期 間 平成 30年 11月 30日～平成 31年２月 1日（財団必着）

留 意 事 項 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します）

1 趣　旨

　地方公共団体の職員を対象として、公民連携事業（PPP
／ PFI、公共施設マネジメント）に係る基本的・実務的な
情報、先行事例の紹介を内容としたセミナーを開催するこ
とにより、地方公共団体における公民連携の推進を図りま
す。

2 開催概要

　1日程及び開催場所等
開催日（予定） 募集人員 開催場所

平成 31年７月（1.5 日間） 150名程度 東京

　2参加対象者� 地方公共団体職員
　3参　加　費� 無料
　4申 込 方 法� �開催日１か月程度前に正式に案内しま

すので所定の方法でお申し込みくださ
い。なお、案内はホームページに掲載
するほか、都道府県経由で通知します。

	 開発振興部開発振興課	 TEL 	03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423 
  E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

	 開発振興部開発振興課	 TEL 	03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423 
   E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp
   公民連携ポータルサイト URL  http://www.furusato-ppp.jp/  

問合わせ先

公民連携セミナー
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	 開発振興部開発振興課	 TEL 	03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423 
   E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

1 事業の目的

　公民連携手法による公共施設等の整備・維持管理や運営
等を推進する地方公共団体の要請に応じ、シンクタンク等
の専門家、実績を有する地方公共団体職員又は当財団職
員（以下、「アドバイザー」という。）を講師として派遣し、
助言を行います。

2 事業内容

　下記公民連携手法について高度な専門知識、ノウハウ、
経験を有する専門家等を、地方公共団体に派遣し、制度概
要、一般的手法、事例の紹介等について助言を行います。
　① PPP ／ PFI：PFI 法に基づくPFI 事業のほか、公民連

携（PPP）による公共施設等の整備、運
営・管理等を行う取組み

　②�公共施設マネジメント：公共施設等を総合的に把握し、
財政運営と連動させながら管理・活用
する取組みであり、公共施設等で提供
されるサービスの運営も含むもの

3 派遣方法等

　・�アドバイザー派遣は、原則として１地方公共団体につ
き１回とします。

　・�派遣するアドバイザー及び派遣する日については、地
方公共団体と協議のうえ決定します。

　・派遣件数は 30団体程度を予定しています。
　・�申込多数の場合は、希望する助言の内容、公民連携ポー

タルサイトの会員登録状況、過去の採択状況等を踏ま
え、採択する団体を決定します。

　※�なお、公民連携ポータルサイトの会員登録は随時受け
付けています。

4 費　用

　アドバイザーの派遣に要する経費（謝金・旅費）は、原
則として当財団が負担します。
　（派遣実施確認後、ふるさと財団からアドバイザーに支
払います）

5 募集期間

　平成 30年 12月 28日～平成 31年２月 8日

制度の流れ

地方公共団体
公民連携手法
PPP/PFI

公共施設マネジメント
の検討等

ふるさと財団
アドバイザーの決定
助言内容・日程調整等

①申込（財団に直接申請）

アドバイザー

②採択通知

⑥受入結果の報告

④アドバイザー決定通知

③協議

⑤助言（２～３時間程度）

（ （

1 事業の目的

　市町村においては、「公共施設等の総合的かつ計画的な
管理の推進について」（平成 26年４月 22日総務大臣通知）

により、平成 28年度末までにほぼすべての市町村で「公
共施設等総合管理計画」が策定されました。
　今後は、適切な行政サービスの提供と安定した財政運営
を行い、持続可能な自治体経営をしていくために、公共施

公共施設マネジメント調査研究（研究モデル事業）
公共施設マネジメントの推進を支援

公民連携アドバイザー派遣事業
公民連携手法について高度な専門知識を有する専門家等を派遣
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設立 30 周年特別寄稿
ふるさと財団設立 30 周年に寄せて
株式会社野村総合研究所 顧問　増田 寛也 様

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞者が決定 

平成 29 年度ふるさと企業大賞
10 高知県土佐市 板原啓文市長に聞く
12 「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
 高機能不織布に結実した土佐和紙の伝統技法
 三和製紙株式会社 代表取締役社長　森澤 正博 氏

ふるさとものづくり支援事業
木酢液と超辛み成分で
鳥獣忌避剤「熊にげる」を開発 
合同会社ツリーワーク

平成 29 年度 地域再生マネージャー事業
山梨県甲府市

まちなか再生支援事業
福島県会津美里町／広島県府中市

平成 31 年度 ふるさと財団助成事業等について
28 ふるさと企業大賞（総務大臣賞）
28 ふるさとものづくり支援事業

29 地域再生マネージャー事業
31 まちなか再生支援事業
32 公民連携セミナー
33 公民連携アドバイザー派遣事業
33 公共施設マネジメント調査研究（研究モデル事業）
34 ふるさと財団助成事業等一覧平成 31 年 2 月１日発行
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表紙の写真 北海道斜里町岩尾別から望むオホーツク海の流氷
と知床連峰。知床は平成17年に世界自然遺産に登
録。流氷が育む豊かな海洋生態系と原始性の高い
陸息生態系の相互関係に特徴があることが評価さ
れました。
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設等総合管理計画に連動した実効性のある個別施設計画等
を策定しつつ、公共施設の再配置や統廃合等を進めていく
必要があります。
　当事業は、公共施設マネジメントの取組みをさらに推進
するため、民間のノウハウの活用を含めた新たな公共施設
マネジメントについて、研究モデル事業によるケーススタ
ディを行い、学識経験者等の検討を加えることで、研究成
果を全国に発信することを目的としています。

2 助成事業の概要

　助成対象事業は、事業目的に合致する事業で、次のすべ
てに該当するものとします。
　①�公共サービスの維持・向上または財政負担の軽減を図

るために行うもの

　②�公共施設マネジメントの仕組みや手法の高度化に資す
るもの

　③�市町村の保有する公共施設等の最適化に資するもの

【研究モデル事業のスキームイメージ図】

 

研究モデル
事業 ふるさと財団

民間企業
等

シンクタンク
等

地元大学
等

研究モデル事業に
対する調査・検討

公共施設マネジメント
調査研究会
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・先進自治体の職員など
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援

一部助成

共同研究

財団が組織
モデル
市町村

3 公募概要

対 象 者 市町村（特別区を含み、指定都市を除く）

募 集 要 件

⑴�平成 31年度に研究モデル事業を実施すること
⑵�事業の実施に当たり、次に掲げるいずれかの者と業務の委託契約を締結するもの
　　　ア　民間事業者
　　　イ　大学
⑶�当該事業に係る助成金等を国、独立行政法人又は他の公益法人等から受けないものであること。

助 成 額
（ 助 成 率 ）

１事業　700万円以内（助成対象事業に係る契約金額の２／３以内）

対 象 事 業 数 ２件程度

対 象 期 間 平成 31年４月１日～平成 32年２月 20日まで

公 募 期 間 平成 30年 11月 30日～平成 31年２月 1日（財団必着）

留 意 事 項 財団へ直接申請（別途都道府県への報告を要します。）

	 開発振興部開発振興課	 TEL 	03-3263-5758　　 FAX  03-3263-7423
   E-mail  kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp

問合わせ先

平成 31 年度に実施する予定の助成事業等の概要についてお知らせします

ふるさと財団助成事業等一覧

事業名 事 業 概 要 助 成 対 象 等 申 請 期 間 提出方法（注）

ふるさと融資関連事業（担当：融資部　企画調整課　TEL：03-3263-5586）

ふるさと企業大賞
（総務大臣表彰）

過去にふるさと融資を活用し、地域振興・
活性化に資する事業活動を実施している民
間事業者を表彰し、その活動を全国に広く
周知することで魅力ある地域づくりの一層
の推進を図る。

□�表彰対象：ふるさと融資を活用した民間事業
者であり、その事業が営業開始後３年以上継
続し、現在も経営に懸念がなく、かつ地域に
おける経済効果、雇用及びイメージアップ等
の点で魅力ある地域づくりに特に貢献してい
ると認められること

□表彰方法：表彰状を授与（10事例以内）

平成30年12月5日
～

平成31年2月28日

都道府県
指定都市
Ａ

市区町村
Ｂ
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ふるさとものづくり支援事業（担当：融資部　企画調整課　TEL：03-3263-5586）

ふるさとものづくり支
援事業

企業等の地域資源を活用した新商品開発等
に対し市区町村が支援を行う場合に、財団
が当該市区町村に対し補助金を交付する。

□補助対象：�市区町村（特別区を含み、指定都
市を除く）

　※企業等に対する補助金は市区町村から交付
□補助率：�２／3以内（過疎地域等９/10以

内）
□補助上限額　�Ａタイプ：�1,000万円�

Ｂタイプ：� 500万円�
Ｃタイプ：� 100万円�
Ｄタイプ：� 200万円

平成30年9月3日
～

10月31日
申請期間終了

Ｂ

地域再生マネージャー事業（担当：地域再生部　地域再生課　TEL：03-3263-5736）

外部専門家活用助成

地域再生に取り組む市区町村が、地域住民
主体による持続可能な実施体制の構築やビ
ジネス創出への助言・指導等を行う外部専
門家を活用する場合に、財団がその費用の
一部を助成する。

□助成対象：�市区町村（特別区を含み、指定都
市を除く）

□助成率：２／３以内
□助成上限額：700万円
　（�外部専門家派遣に係る人件費・旅費が助成
対象経費の概ね半分以上）

平成30年12月17日
～

平成31年2月8日
Ｂ

外部専門家派遣
（短期診断）

地域再生に取り組もうとする市区町村に対
し、財団が地域課題の抽出や課題解決に向
けた方向性の提言を行う外部専門家を派遣
する。

□派遣対象：�市区町村（特別区を含み、指定都
市を除く）

□派遣内容：�原則として１件あたり１回（２
人）まで、２泊３日の派遣

□派遣費用：�外部専門家への謝金・旅費は原則
財団負担

平成30年12月17日
～

平成31年2月28日
Ｂ

まちなか再生支援事業（担当：開発振興部　開発振興課　TEL：03-3263-5758）

まちなか再生支援
事業

まちなか再生に取り組む市区町村が、具体
的・実務的ノウハウを有する専門家に業務
の委託をする費用の一部を助成する。

□助成対象：�市区町村（特別区を含み、指定都
市を除く）

□助成率：２／３以内
□助成上限額：700万円

平成30年11月30日
～

平成31年2月1日
Ａ

公民連携推進事業（担当：開発振興部　開発振興課　TEL：03-3263-5758）

公民連携セミナー

地方公共団体を対象に、PPP/PFI、公共施
設マネジメントに係る基本的・実務的な情
報、先進事例の紹介を内容としたセミナー
を開催し、公民連携の推進を図る。

□開催日程：７月頃、1.5日間
□定員：150名程度
□開催場所：東京

決定次第案内 Ａ

公民連携アドバイザー
派遣事業

公民連携手法による公共施設等の整備・維
持管理や運営等を推進する地方公共団体の
要請に応じ、シンクタンク等の専門家等を
講師として派遣し、必要な助言を行う。

□派遣対象：�都道府県、市区町村、一部事務組
合等

□派遣回数：原則として１団体につき１回
□派遣費用：原則として財団が負担

平成30年12月28日
～

平成31年2月8日
Ａ

公共施設マネジメント
調査研究（研究モデル
事業）

民間のノウハウを活用した新たな公共施設
マネジメント手法の構築に取り組む市区町
村と、財団が設置する公共施設マネジメン
ト調査研究会が共同研究を行い、研究成果
を発信する。当該市区町村に対し、民間事
業者又は大学に業務の委託をする費用の一
部を助成する。

□助成対象：�市区町村（特別区を含み、指定都
市を除く）

□助成率：２／３以内
□助成上限額：700万円

平成30年11月30日
～

平成31年2月1日
Ａ

（注）提出方法…Ａ：直接財団に提出　Ｂ：都道府県経由で財団に提出
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